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●成人おめでとう／きものまつり
●叙勲おめでとうございます
●選挙管理委員会／子育て応援カード事業
●里山センター／田んぼDeアート ほか
●地域おもてなし事業／コンピュータ入門講座
●MC協議会／水道週間 ほか
●とおかまち応援寄附金／星空散歩 ほか
●地域の風～支所からのたより～
●きらめき青春／おーい！昔 ほか
●まちの話題TOWN TOPICS／はたログ
●お知らせ・ガイド ほか
●この時　熱中・夢中

　５月８日㈯、松苧神社（国の重要文化財）で子どもの健康
と成長を願う松代の伝統行事「七ツ詣り」が行われました。
数え歳７つの男の子が、雪の残る険しい山道を登り松苧神社
へ参拝。最後の急な斜面を力強く登る子どもの姿に、見守
る大人たちは成長を感じていました。

　５月８日㈯、松苧神社（国の重要文化財）で子どもの健康
と成長を願う松代の伝統行事「七ツ詣り」が行われました。
数え歳７つの男の子が、雪の残る険しい山道を登り松苧神社
へ参拝。最後の急な斜面を力強く登る子どもの姿に、見守
る大人たちは成長を感じていました。

月８日㈯、松苧神社月８日㈯、松苧神社月８日㈯、松苧神社月８日㈯、松苧神社

登れたよ！登れたよ！登れたよ！
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650人の新たな門出650人の新たな門出

成人おめでとう成人おめでとう

涌
井
　
舞
さ
ん
（
高
島
１
）

　
成
人
式
で
久
し
ぶ
り
に
友
人
と

会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
４

月
か
ら
美
容
室
に
勤
め
始
め
ま
し

た
。
仕
事
は
大
変
で
す
が
、
お
客

さ
ん
と
の
会
話
が
楽
し
い
で
す
。

２
年
後
に
は
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
な

る
こ
と
が
目
標
で
す
。

小
林
　
可
奈
さ
ん
（
湯
山
）

　
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
看

護
師
を
目
指
し
て
勉
強
中
で
す
。

祖
母
を
見
舞
っ
た
と
き
、
献
身
的

な
看
護
師
さ
ん
を
見
て
進
路
を
決

め
ま
し
た
。
内
面
的
に
も
成
長
し

た
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

川
田
　
恵
太
さ
ん
（
通
り
山
）

　
成
人
式
を
迎
え
て
大
人
に
な
っ

た
こ
と
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

今
は
学
生
で
す
が
、
将
来
は
地
元

で
事
務
か
経
理
の
仕
事
に
就
き
た

い
で
す
。
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

ま
す
が
、
親
の
大
切
さ
が
身
に
し

み
ま
す
。
感
謝
し
た
い
で
す
。

　新成人を代表して、春日大輝さん（写真右）

と曾根瑞希さんが新成人の抱負を発表しまし

た。春日さんは、「大学で学んだ知識を生かして、

将来は地球環境の改善に力を注ぎたい」と将来

の夢を語りました。曾根さんは教員になる夢を

語り、「将来は子どもたちのより良い未来のた

めに自分にできることを精いっぱいしたい」と

抱負を述べました。

司
会
を
務
め
た
、
新
成
人
の
大
口
貴
子
さ

ん
と
上
原
拓
也
さ
ん

市
民
吹
奏
楽
団
に
よ
る
新
成
人
を
祝
し

た
記
念
演
奏

　
今
年
成
人
式
を
迎
え
た
皆
さ
ん
が
生
ま
れ
た
平
成
元
年
か
ら

平
成
２
年
は
、
大
阪
府
で
「
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
」
が
開
催

さ
れ
、
旧
東
ド
イ
ツ
で
は
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
時
代
に
バ
ブ
ル
景
気
の
崩
壊
が
始
ま
る
な
ど
、

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
新
成

人
に
、
会
場
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

清
水
　
亜
沙
美
さ
ん
（
高
原
田
）

　
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
い
で
す
。
今
ま
で
育
て

て
く
れ
た
親
に
、「
あ
り
が
と
う
」

と
伝
え
た
い
で
す
。
現
在
、
新
潟

市
内
で
働
い
て
い
ま
す
。
早
く
い

い
人
を
見
つ
け
て
結
婚
し
た
い
で

す
。 新

成
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

高
橋
　
貴
美
子
さ
ん
（
莇
平
）

　
成
人
式
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。
待
ち
に
待
っ
た
こ
の
日
を

迎
え
ら
れ
て
胸
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
多
く
の
友
人
に
会
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
は
美
容
師
に
な

る
た
め
に
勉
強
中
で
す
。
卒
業
後

は
県
内
で
就
職
し
た
い
で
す
。

新成人インタビュー新成人インタビュー

多くの新成人が会場を埋め尽くしました

アトラクションでは、ブルガリア生まれで松代在住の、ボイコ・
ストヤーノフさんによる音楽パフォーマンスが披露されました

会
場
入
り
口
で
再
会
を
喜
ぶ
新
成
人

　新成人の皆さんおめでとうございます。心か

らお祝い申しあげます。

　十日町市は今、新たなまちづくりのモデルと

してたいへん注目されています。皆さんの力を

結集してさらに全国にアピールしていってくだ

さい。そして、皆さんに続く子どもたちのため

に力を発揮してほしいと願っています。

　私は皆さんに、ものすごく期待しています。

胸を張って誇りにできる十日町市をいっしょに

つくっていきましょう。

十 日 町 市 長 　 関 口 芳 史    

皆さんの持っている力を十日町市のために！

　５月３日（憲法記念日）、クロス10で成人式が行われました。今年の対象者は、平成

元年４月２日〜平成２年４月１日生まれの人で、650人（市内中学校卒業者数及び学校

基本調査）です。当日は約550人の新成人が出席し、新たな門出を祝いました。
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旭
日
双
光
章

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

旭
日
双
光
章

瑞
宝
小
綬
章

（
教
育
功
労
）

（
地
方
自
治
功
労
）

（
水
位
観
測
業
務
功
労
）

（
消
防
功
労
）

金山　有紘さん
（霜条・70歳）

村山　里志さん
（松之山赤倉・80歳）

（幸町・63歳）
松下　喜好さん

宮澤　國一さん
（小黒沢・65歳）

　
46
年
間
に
わ
た
り
、
第
一
線
で

消
防
団
活
動
に
従
事
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
宮
澤
國
一
さ
ん
が
春

の
叙
勲
に
輝
き
ま
し
た
。
　

　
宮
澤
さ
ん
は
、
平
成
21
年
に
退

団
す
る
ま
で
分
団
長
、
副
団
長
な

ど
の
要
職
を
務
め
、
平
成
16
年
の

中
越
地
震
で
は
、
夜
を
徹
し
て
延

べ
16
日
間
の
活
動
を
行
い
、
地
域

に
貢
献
し
ま
し
た
。
宮
澤
さ
ん
は
、

「
大
変
名
誉
な
こ
と
と
思
っ
て
い

ま
す
。
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
昭
和
63
年
、
十
日
町
会

場
で
行
わ
れ
た
消
防
団
の
県
大
会

で
、
土
市
の
自
動
車
部
が
優
勝

し
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た
こ
と

で
す
。
昼
夜
を
問
わ
ず
現
場
に
駆

け
付
け
ら
れ
た
の
は
、
家
族
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
団

員
と
家
族
に
は
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　さまざまな分野で永年にわたり活躍・貢献した皆さんが国から表彰されました。

晴れの栄誉に輝いた皆さん、おめでとうございます。

　さまざまな分野で永年にわたり活躍・貢献した皆さんが国から表彰されました。　さまざまな分野で永年にわたり活躍・貢献した皆さんが国から表彰されました。

叙勲おめでとうございます叙勲おめでとうございます

小
野
塚
　
理
美
さ
ん
（
東
川
）

　
12
月
に
二
十
歳
を
迎
え
ま
し
た

が
、
ま
だ
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。

４
月
か
ら
横
浜
市
内
で
化
粧
品
販

売
員
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
で
す
。

羽
鳥
　
エ
リ
ナ
さ
ん
（
新
屋
敷
）

　
今
日
着
物
を
着
て
、
あ
ら
た
め

て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
今
は
就
職
活
動

中
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。
大
き
な

夢
は
な
い
で
す
が
、
立
派
な
大
人

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
杉
　
佳
弘
さ
ん
（
桑
原
）

　
現
在
は
大
学
で
情
報
関
係
を
学

ん
で
い
ま
す
。
将
来
は
地
元
に
帰

っ
て
き
て
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
家
族
や
友
人
の
支
え
で
こ
こ

ま
で
こ
れ
ま
し
た
。そ
れ
を
糧
に
、

一
層
勉
学
に
励
み
た
い
で
す
。

新成人インタビュー

華
や
か
な
衣
装
を
ま
と
っ
た
稚
児
行
列
。

か
わ
い
い
笑
顔
を
振
り
ま
き
ま
し
た

ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
も
き
も
の
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た

着物姿には人力車がよく似合います

第34回第34回

十日町きものまつり
　５月３日（憲法記念日）、市街地を中心に第34回十日町きも

のまつり（十日町きものまつり実行委員会主催）が開催されま

した。好天に恵まれ、振りそでを着た新成人や市内外から訪れ

た33,000人が、歩行者天国を散策していました。また、きもの

パーティーという新たな取り組みも行われ、たくさんの人がき

ものまつりを楽しみました。

　
永
年
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の

振
興
に
従
事
し
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
村
山
里
志
さ
ん
が
春
の
叙
勲

に
輝
き
ま
し
た
。

　
村
山
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
に
旧

松
之
山
町
議
会
議
員
に
初
当
選

以
来
、
平
成
17
年
３
月
ま
で
の
６

期
21
年
間
に
わ
た
り
、
要
職
を
歴

任
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
７
年
か

ら
11
年
と
15
年
か
ら
17
年
に
は
町

議
会
議
長
を
務
め
る
な
ど
、
持
ち

前
の
優
れ
た
才
知
で
議
会
活
動
を

先
導
し
て
き
ま
し
た
。
村
山
さ
ん

は
、「
主
要
幹
線
道
路
の
改
良
事

業
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。
市
町
村
合
併

の
際
に
議
長
と
し
て
満
場
の
一
致

に
な
ら
な
か
っ
た
の
が
心
残
り
で

す
。
今
回
の
受
章
は
、
今
ま
で
支

援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
永
年
に
わ
た
り
、
教
育
に
従
事

し
た
功
績
で
、
金
山
有
紘
さ
ん
が

春
の
叙
勲
に
輝
き
ま
し
た
。
金
山

さ
ん
は
、
昭
和
38
年
に
英
語
教
諭

と
し
て
小
出
高
に
赴
任
。
そ
の
後

十
日
町
高
へ
異
動
し
、
昭
和
55
年

に
県
教
委
か
ら
派
遣
さ
れ
早
稲
田

大
大
学
院
へ
内
地
留
学
。
昭
和
63

年
か
ら
安
塚
高
牧
分
校
や
新
津
南

高
で
教
頭
を
務
め
、
平
成
５
年
か

ら
は
松
代
高
・
分
水
高
・
新
潟
向

陽
高
で
校
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
生
家
の
曹
洞
宗
赤
城
山

清
龍
寺
第
25
代
住
職
を
務
め
て
い

ま
す
。
金
山
さ
ん
は
、「
平
成
８

年
に
先
代
が
亡
く
な
り
寺
を
継
い

で
か
ら
は
、
住
職
を
務
め
な
が
ら

校
長
を
続
け
ま
し
た
。
檀
家
や
周

囲
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
の
受
章
で
す
。
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
35
年
有
余
の
長
期
に
わ
た
り
、

信
濃
川
姿
水
位
観
測
所
の
水
理

観
測
に
従
事
し
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
松
下
喜
好
さ
ん
が
春
の
叙
勲

に
輝
き
ま
し
た
。

　
松
下
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
に
水

理
観
測
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て

以
来
、
風
雨
や
風
雪
の
激
し
い
中

で
も
、
強
い
責
任
感
と
正
確
な
観

測
で
治
水
計
画
や
洪
水
対
策
の
基

礎
資
料
の
採
取
に
多
大
な
貢
献
を

し
ま
し
た
。
松
下
さ
ん
は
、「
毎

日
２
回
、
橋
の
た
も
と
で
観
測
を

し
ま
し
た
。
特
に
冬
の
降
雪
時
は

大
変
で
し
た
。
こ
こ
ま
で
続
け
て

こ
れ
た
の
も
、
観
測
を
陰
で
支
え

て
く
れ
た
母
親
の
お
か
げ
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
信
濃
川
河

川
事
務
所
の
皆
さ
ん
の
親
切
な
指

導
と
励
ま
し
に
も
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、「
健
康
と
お
か
ま
ち
21
」

（
平
成
19
年
３
月
策
定
）
に
基
づ
き

市
有
施
設
の
禁
煙
・
分
煙
を
推
進
し
、

受
動
喫
煙
の
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。
受
動
喫
煙
に
よ
っ
て
、
喫
煙
者

の
周
囲
の
人
も
肺
が
ん
や
呼
吸
器
疾

患
な
ど
の
健
康
被
害
を
受
け
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
受
動
喫
煙
を

防
止
す
る
に
は
喫
煙
者
の
協
力
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
マ
ナ
ー
を
守
り
快
適

な
生
活
空
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
県
で
は
、
禁
煙
・
分
煙
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
受
動
喫
煙
防
止
を

宣
言
す
る
施
設
を
募
集
し
て
い
ま

す
（
市
内
で
は
平
成
22
年
５
月
現
在

で
１
０
３
施
設
が
登
録
）。
登
録
す

る
と
ス
テ
ッ
カ
ー
が
交
付
さ
れ
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
施
設
名
が
紹
介
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
十
日
町
地
域

振
興
局
健
康
福
祉
部
（
☎
７
５
７
―

２
４
０
１
）へ
、ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w

.p
re

f.n
iig

a
ta

.

lg
.jp

/
to

k
a
m

a
c
h

i_
k

e
n

k
o
u

/

in
d
e
x
.h

tm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
健
康
支
援
課
成
人
保
健

　
係
　
☎
７
５
７
―
９
７
６
４

【
５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
】

５
月
31
日
㈪
〜
６
月
６
日
㈰
は

禁
煙
週
間

『
女
性
と
子
ど
も
を

　
た
ば
こ
の
害
か
ら
守
ろ
う
』

期日前投票
所設置場所

設置期間 開閉鎖時刻

変更前 変更後 変更前 変更後

・川西地域
　活性化
　センター
・中里支所
・松代支所
・松之山支所

公示日（告
示日）の翌
日から投票
日の前日ま
での間

投票日の前
日から前７
日間
※ た だ し、
告示日がこ
の期間中の
場合は、こ
の限りでは
ありません

午前８時30分

〜

午後８時

午前８時30分

〜

午後７時
（１時間短縮）

　
こ
の
夏
執
行
予
定
の
「
第
22
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
」
か
ら
、
市
内
５
か

所
に
設
置
さ
れ
る
期
日
前
投
票
所
の
う
ち
、
４
か
所
で
設
置
期
間
な
ど
が
変
わ

り
ま
す
。
ま
た
、
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

支
所
の
期
日
前
投
票
が
変
わ
り
ま
す

　
期
日
前
投
票
は
、
都
合
で
投
票
日
当

日
に
投
票
で
き
な
い
人
が
投
票
で
き
る

制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で
市
内
５
か
所
で

等
し
く
期
日
前
投
票
所
を
設
置
し
て
い

ま
し
た
が
、
投
票
実
績
の
少
な
い
期
間

や
時
間
帯
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
川

西
、
中
里
、
松
代
、
松
之
山
の
４
か
所

の
設
置
期
間
と
終
了
時
間
を
次
の
と
お

り
短
縮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
隣
）
に
設
置
さ
れ
る
期
日
前
投
票

所
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

郵
便
投
票
な
ど
に
よ
る
不
在
者

投
票
対
象
者
が
拡
大
し
ま
す

　
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
の
改
正

な
ど
に
伴
い
、「
肝
臓
の
障
が
い
」
の

あ
る
人
も
そ
の
等
級
に
よ
り
自
宅
で
郵

便
投
票
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
該
当
し
郵
便
な
ど
で
の
投
票
を

希
望
す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便

投
票
等
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
身
体
障
が
い
者

手
帳
な
ど
を
持
参
の
う
え
選
挙
管
理
委

員
会
で
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

身体障がい
者手帳

両下肢・体幹・移動
機能の障がい

１級もしくは
２級

心臓・じん臓・呼吸
器・ぼうこう・直腸・
小腸の障がい

１級もしくは
３級

免疫・肝臓の障がい １級から３級

戦傷病者
手帳

両下肢・体幹の障が
い

特別項症から
第２項症

心臓・じん臓・呼吸
器・ぼうこう・直腸・
小腸・肝臓の障がい

特別項症から
第３項症

介護保険の
被保険者証

要介護状態区分 要介護５

■
郵
便
投
票
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
の
対
象
者

■
問
合
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
（
保
健

　
セ
ン
タ
ー
１
階
　
☎
７
５
７

｜

３
１

　
９
１
）

　
子
ど
も
の
多
い
家
庭
や
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
家
庭
を
地
域
全
体

で
応
援
し
、
子
ど
も
を
産
み
や
す
く
、
育
て
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
、

７
月
１
日
㈭
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
地
域
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業
」。
対
象
と
な
る

人
は
、
市
の
施
設
の
利
用
料
減
免
の
ほ
か
、
買
物
・
飲
食
・
理
美
容
・
金
融
・
住
ま
い
・

旅
行
な
ど
多
種
多
様
な
協
賛
店
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
独
自
の
優
遇
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
資
格
証
明
書
と
な
る
地
域
子
育
て
応

援
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の
交
付
申
請
を
６
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
は

６
月
21
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま
す

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
人
は
、
市

か
ら
地
域
子
育
て
応
援
カ
ー
ド（
無
料
）

の
交
付
を
受
け
、
協
賛
店
な
ど
で
提
示

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る

人
は
、次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
り
、

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
す
。

①
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
３
人
以
上
養

　
育
し
て
い
る
保
護
者

②
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持

　
っ
て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養

　
育
し
て
い
る
保
護
者

③
①
・
②
の
保
護
者
と
同
居
、
も
し
く

　
は
同
一
敷
地
内
に
住
む
保
護
者
の
父

　
母
（
子
ど
も
の
祖
父
母
な
ど
）

　
５
月
末
現
在
で
対
象
と
な
る
家
庭
に

は
、
６
月
上
旬
に
申
請
書
類
を
郵
送
し

ま
す
。６
月
か
ら
対
象
と
な
る
家
庭
は
、

出
生
の
届
出
な
ど
市
役
所
で
手
続
き
を

す
る
際
に
案
内
を
し
ま
す
。

※
す
で
に
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け

　
て
い
る
人
は
、
再
交
付
が
必
要
と
な

　
り
ま
す
の
で
、
申
請
手
続
き
の
際
に

　
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い

※
本
人
が
手
続
き
す
る
場
合
は
、
市
役

　
所
で
写
真
撮
影
で
き
ま
す
（
無
料
）

※
窓
口
の
混
雑
に
よ
り
、
即
日
交
付
で

　
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

　
支
所
で
手
続
き
し
た
場
合
は
即
日
交

　
付
で
き
ま
せ
ん

●
手
続
き
・
問
合
せ

　
子
育
て
支
援
課
　
☎
７
５
７
―
３
７

　
１
９
ま
た
は
各
支
所
市
民
課

区分 手続きに必要なもの（すべて原本を持参してください）

申請者が

日 本 人

【本人が手続きする場合】（注１）
・顔写真入りの身分証明書で官公署が発行したもの（運転免許証、旅券など）
・印鑑

【代理人が手続きする場合】（注２）
・交付申請書（申請者本人が記入し、代理人を指定したもの）
・申請者本人の顔写真
・代理人の顔写真入りの身分証明書で官公署が発行したもの（運転免許証、旅券など）

申請者が

外 国 人

【本人が手続きする場合】
・外国人登録証、運転免許証、旅券のうちいずれか１つ

【同居者または同一敷地内に住む親族が手続きする場合】
・申請者本人の外国人登録証、運転免許証、旅券のうちいずれか１つ
・申請者本人の顔写真
・手続きする人の身分証明書（顔写真入りの運転免許証などは１種類、顔写真がな
　い健康保険証や年金手帳などは２種類必要です）

【代理人が手続きする場合】
・申請者本人の外国人登録証、運転免許証、旅券のうちいずれか１つ
・申請者本人の顔写真
・委任状（申請者本人が作成したもの）
・代理人の身分証明書（顔写真入りの運転免許証などは１種類、顔写真がない健康
　保険証や年金手帳などは２種類必要です）

（
注
１
）
顔
写
真
入
り
の
身
分
証
明
書
が
な
い
場
合
は
即
日
交
付
で
き
ま
せ
ん

（
注
２
）
代
理
人
が
手
続
き
す
る
場
合
は
即
日
交
付
で
き
ま
せ
ん

５月17日現在の協賛店数　270店舗
※協賛店は随時受け付けしています。協賛店の詳細は市報とおかまち６月10日号でお知らせします

地
域
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
手
続
き
の
ご
案
内

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
有
権
者
の

皆
さ
ん
が
都
合
の
良
い
期
日
前
投
票
所

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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開
設
か
ら
２
年
間
は
、
地
域
の
実
情

や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
に
、
集
落

の
役
員
の
皆
さ
ん
か
ら
話
を
聞
い
た

り
、
地
域
協
議
会
な
ど
の
会
議
に
参
加

し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
行
事

や
復
興
基
金
を
活
用
し
た
デ
ザ
イ
ン
策

定
事
業
に
も
参
加
し
て
、
地
域
の
課
題

や
問
題
点
も
伺
い
ま
し
た
。
一
方
で
、

少
し
ず
つ
で
す
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相

談
や
要
望
に
対
し
て
提
案
な
ど
も
し
ま

し
た
。

　
こ
の
２
年
間
の
取
り
組
み
は
近
日
中

に
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
人
は
里
山
セ
ン
タ
ー
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
十
日
町
市
里
山
セ
ン
タ
ー
は
、
過
疎

化
や
高
齢
化
に
悩
む
集
落
の
再
生
と
活

性
化
に
向
け
た
支
援
を
す
る
た
め
に
、

平
成
20
年
７
月
１
日
に
開
設
。
活
動
期

限
（
平
成
25
年
３
月
末
）
を
設
け
て
、

集
落
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
地
域
振
興
活
動
や
産
業
振
興
活

動
、そ
の
ほ
か
集
落
の
再
生
活
動
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
高
齢
者
が
多
い
集
落
を
中

心
に
、
４
人
の
支
援
員
が
市
内
５
地
域

を
分
担
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

● 

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

● 

各
地
域
で
の
取
り
組
み

　
十
日
町
地
域
で
は
、
中
越
大
震
災
復

興
基
金
を
活
用
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
や
集
落
の
自
治
活
動
を
活
性
化
す

る
た
め
の
取
り
組
み
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
担
当
支
援
員
は
、
こ
れ
ら

の
事
業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
積
極
的

に
会
議
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
川
西
地
域
や
中
里
地
域
で
は
集
落

の
伝
統
芸
能
が
継
続
で
き
る
よ
う
な
お

手
伝
い
を
し
、
松
代
地
域
で
は
安
心
で

安
全
な
農
産
物
を
首
都
圏
の
消
費
者
に

つ
な
ぐ
機
会
な
ど
を
つ
く
り
、
農
産
物

の
特
産
化
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
松
之
山
地
域
で
は
、
市
と
都
市

住
民
を
結
ぶ
団
体
の
活
動
を
お
手
伝
い

し
、
都
市
交
流
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

● 

今
後
の
取
り
組
み

　
急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
近

い
将
来
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
の
手
で
支
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時

期
が
来
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

の
準
備
と
し
て
、
住
民
も
自
ら
暮
ら
す

地
域
の
経
営
を
進
め
る
仕
組
み
を
考
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
里

山
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
３
年
間
、
各
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
の
提
案
や
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、

地
域
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
の
人
材

育
成
や
集
落
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
各
地
域
の
取
り
組
み
は
、
里
山
セ
ン

タ
ー
広
報
紙
「
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
通
信
」
や
市

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

十
日
町
市
里
山
セ
ン
タ
ー

︱
活
動
を
紹
介
し
ま
す
︱

㈶
山
の
暮
ら
し
再
生
機
構

　
〒
９
４
８
︱
８
５
０
１

　
十
日
町
市
千
歳
町
３
︱
３

　
十
日
町
市
役
所
内

　
☎
７
５
０
︱
５
２
６
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
５
０
︱
５
２
６
１

　来訪者・消費者が安心して十日町産コシ

ヒカリを食べられるよう、市内で生産され

たコシヒカリを提供する飲食店や旅館などを昨年度から認

証しています。平成22年度の新規申請を受け付けます。

◆対象：市内で十日町産コシヒカリ（他品種とのブレンド

米は除く）を提供している飲食店・旅館など

◆申請方法：認定申請書に次の書類を添付して提出してく

ださい

　・誓約書　・十日町産コシヒカリである証明（米穀商や

農家の証明、　自家栽培米の場合は申請者自身が証明）

※市で審査し、要件を満たした飲食店・旅館を台帳に登録

して認証状を交付します

※認証状は店内の見やすいところに掲示してください

※標板（アルミ製）・ステッカー・のぼり旗を販売します

ので、希望する人は申請書とともに申込書を提出してく

ださい

※証明書は毎年提出してください

◆申請・問合せ：

　６月15日㈫までに産業観光企画課　☎757-3691

十日町産コシヒカリを食べられる店
新規申請を受け付けます！ 　市内では、雪下にんじんやアスパ

ラガスなど、特色ある農産物が生産

されています。飲食店などの関係者

を対象に産地見学を開催しますの

で、地元農産物のメニューへの活用

を考えてみませんか。

●日時：６月21日㈪

　　　　午後１時〜３時30分

●集合場所：

　十日町地域振興局駐車場

●参加費：無料

●定員：先着15人

●内容：アスパラガス、カルビタト

マト、なす（梵
ぼん

天
てん

丸
まる

）の生産ほ場

をマイクロバスで巡り、生産者か

らの説明や収穫体験、試食などを

行います。

●申込み・問合せ：

　十日町地域振興局農業振興部

　企画振興課　☎757-5518

地元農産物産地見学会

●申込み方法：住所、氏名、生年月日、電話番号、

　　　　　　　eメールアドレスを明記のうえ、直接または郵送、　FAX、e-mailで提出

●申込み締切：６月３日㈭（必着）

●問合せ：〒942-1592　十日町市松代3252- １　松代支所地域振興課

　　　　　☎597-2220　FAX：597-2526　e-mail：ms-chiiki@city.tokamachi.lg.jp

　稲苗を筆に、田んぼをキャンパスにして、おもしろい絵文

字や熱い思いを文字にして描きます。いっしょに大地に芸術

を描きませんか。

　どんなアートにするかもみんなで決めましょう。小学生以

上ならどなたでも参加できます。大勢の皆さんの参加をお待

ちしています。

協働のまちづくりモデル事業

《内容》

●日時：６月５日㈯　※雨天決行

　　　　午前８時30分〜午後０時30分（予定）

●集合場所：ほくほく線まつだい駅

●参加費：無料

●持ち物：田植えに適した格好（汚れても良い格好）

午前８時30分 まつだい駅集合（田野倉に移動）

午前９時 絵文字や文字の内容を検討

午前10時 作業開始

正　午 作業終了（まつだい駅に移動）

午後０時30分 まつだい駅で解散

当日のスケジュール

参加者募集

8市報とおかまち　平成22年5月25日号市報とおかまち　平成22年5月25日号9



おもてなしで来訪者との　　
　　　交流を楽しみませんか

　
集
落
や
町
内
会
、
商
店
街
な
ど
の
産

業
団
体
、
地
区
振
興
会
、
ま
ち
づ
く
り

活
動
団
体
、
大
地
の
芸
術
祭
協
力
団
体

な
ど

①
来
訪
者
を
歓
迎
す
る
雰
囲
気
を
地
域

　
に
醸
成
す
る
事
業

②
来
訪
者
を
も
て
な
し
、
地
域
住
民
と

　
の
交
流
を
図
る
事
業

③
来
訪
者
に
大
地
の
芸
術
祭
作
品
や
地

　
域
の
魅
力
を
案
内
す
る
事
業
（
た
だ

　
し
、
看
板
な
ど
を
作
成
・
設
置
す
る

　
だ
け
の
事
業
は
対
象
外
）

④
そ
の
ほ
か
適
当
と
認
め
ら
れ
る
事
業

補
助
対
象
団
体

補
助
対
象
事
業

補
助
対
象
事
業
費

　
消
耗
品
費
や
飲
食
物
購
入
費
（
来
訪

者
に
無
償
提
供
す
る
も
の
の
み
）、
地

域
独
自
の
案
内
地
図
な
ど
の
印
刷
費
、

案
内
所
や
休
憩
所
設
営
の
た
め
の
使
用

料
及
び
賃
借
料
、
臨
時
営
業
許
可
の
た

め
の
手
数
料
、
保
険
料
な
ど

補
助
率
・
金
額

　
補
助
対
象
事
業
費
か
ら
ほ
か
の
補
助

金
を
控
除
し
た
額
の
４
分
の
３
以
内

（
た
だ
し
、
上
限
は
７
万
円
で
千
円
未

満
切
り
捨
て
）。

申
請
方
法

　
６
月
７
日
㈪
ま
で
に
、
事
前
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ア
イ
デ
ア
交

歓
会
実
施
後
、
６
月
22
日
㈫
ま
で
に
正

式
な
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
先
は
観
光
交
流
課
（
本
町
分

庁
舎
内
）
で
す
。

　
申
請
書
類
は
企
画
政
策
課
、
観
光
交

流
課
、
各
支
所
地
域
振
興
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

越
後
妻
有
ア
�
ト
ナ
ビ

登
録
施
設
・
店
舗
を

 
 
 
 
 
募
集
し
ま
す

　
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ナ
ビ
は
、
携

帯
電
話
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

る
こ
と
で
、
大
地
の
芸
術
祭
の
作

品
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
観
光
施

設
や
飲
食
店
、
宿
泊
施
設
な
ど
の

情
報
を
取
得
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。
パ
ソ
コ
ン
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
:/

/
w

w
w

.k
a
n

k
o
-

n
a
v
i.jp

/

）
も
あ
り
ま
す
。

　
施
設
や
店
舗
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
登
録
料

　
１
施
設
年
間
　
１
、０
０
０
円

●
登
録
方
法

　
登
録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

ＱＲコード

携帯電話は
こちらから

■
問
合
せ

　
観
光
交
流
課
芸
術
祭
企
画
係

　
☎
７
５
７
―
２
６
３
７

　昨年の大地の芸術祭で大好評だった、地域の皆さんによる来訪者への温かいおもてなし。今年

は８月１日㈰〜 31日㈫に開催する大地の芸術祭関連イベント「越後妻有 大地の祭り2010」で、

おもてなしを行う地域や団体を支援します（イベント前日に実施する事業も対象とします）。

おもてなしで来訪者との　　
　　　交流を楽しみませんか

地域おもてなし事業補助金

コ　ー　ス　名 講　　　習　　　日　　　程 時　　　間

パソコン・インターネット

入　　　門

６月22日㈫〜24日㈭ 午後２時〜４時   

６月29日㈫〜７月１日㈭ 午後７時〜９時

７月13日㈫〜15日㈭ 午後２時〜４時   

７月21日㈬〜23日㈮ 午後７時〜９時

ワード（文書作成）

入　　　門

６月22日㈫〜24日㈭ 午後７時〜９時

７月６日㈫〜８日㈭ 午後２時〜４時   

７月13日㈫〜15日㈭ 午後７時〜９時

７月27日㈫〜29日㈭ 午後２時〜４時   

エクセル（表計算）

入　　　門

６月29日㈫〜７月１日㈭ 午後２時〜４時

７月６日㈫〜８日㈭ 午後７時〜９時   

７月21日㈬〜23日㈮ 午後２時〜４時   

７月27日㈫〜29日㈭ 午後７時〜９時

■対　象：コンピュータ操作の初心者で、マウス

やキーボード操作に不慣れな人や、インターネ

ットでの情報検索や電子メールを始めたい人、

文書作成や表計算などの操作を覚えたい人。

■コース内容：各コースとも１日２時間で３日間

の講座です（日程詳細は一覧表のとおり）。定

員は各コース18人で、会場は情報館です。今

回は前期（６・７月）の受講者を募集します。

※後期（９・10月）の日程や募集案内は、市報

８月10日号でお知らせする予定です

■受講料：１講座4,000円（テキスト代込み）

■申込み方法 ：

　はがきに①希望のコース名②希望日程③郵便番

号④住所⑤氏名⑥連絡の取りやすい電話番号を

記入して郵送するか、情報館に用意してある申込

書で申し込んでください。

■第１次申込み締切り：

　６月13日㈰（当日消印有効）

※定員を超えた場合は抽選となります。抽選に漏れ

た人には、後日、コース変更などの案内をします

※定員に達しないコースは、６月15日㈫午前９時

30分から、電話・窓口での申込みを随時受け付

けます。なお、受講者が５人以下のコースは中止

することがあります

■申込み・問合せ：

　〒948-0072　十日町市西本町２

　十日町情報館　☎750-5100

　情報館では、気軽にパソコンに触れ、暮らしに役立ててもらう

ために、コンピュータ入門講座を開催します。パソコン・インター

ネットのほか、ワードやエクセルの入門コースもあります。実際

にパソコンを操作して学習できますので、ぜひ参加しませんか。

〈平成₂₂年度情報館主催〉

受講者募集
コンピュータ入門講座

受講者募集受講者募集前期前期

　
６
月
12
日
㈯
、
申
請
予
定
者
を

中
心
に
事
業
の
紹
介
や
ア
イ
デ
ア

交
歓
を
行
い
ま
す
。

　
事
業
を
実
施
す
る
団
体
は
、
事

前
申
請
書
を
６
月
７
日
㈪
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ア
イ
デ
ア

交
歓
の
た
め
の
資
料
で
す
の
で
、

大
ま
か
な
内
容
で
も
結
構
で
す
。

申
込
み
団
体
に
は
、
後
日
、
ア
イ

デ
ア
交
歓
会
の
詳
細
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
臨
時
営
業
許
可
な
ど
に
つ
い
て

の
保
健
所
説
明
会
も
併
せ
て
実

施
し
ま
す

ア
イ
デ
ア
交
歓
会
を

 
 
 
 
開
催
し
ま
す
！
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地域の救命率向上を目指して

い
ま
す
。
昨
年
度
は
１
、
７
８
９
人
が

救
命
講
習
を
受
講
し
、
21
年
度
末
の
受

講
者
は
延
べ
１
０
、
０
０
０
人
を
超
え

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
着
実
に
救
急
現

場
で
応
急
手
当
の
実
施
が
増
え
て
い

て
、
救
命
率
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
３
時
間
程
度
の
講
習
で
習
得
で

き
る
普
通
救
命
講
習
は
定
期
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
４
月
25
日
号
市
報
の
ガ

イ
ド
で
７
月
ま
で
の
講
習
日
程
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
の
日
程
は
随

時
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
所
な
ど
で
従
業
員
に
普

通
救
命
講
習
を
指
導
で
き
る
応
急
手
当

普
及
員
の
養
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　
救
命
サ
ポ
ー
ト
事
業
所
と
は
、

A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

　
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、

救
急
現
場
か
ら
医
療
機
関
に
搬
送
さ
れ

る
ま
で
の
間
に
救
急
隊
が
活
動
す
る
場

合
、
当
該
活
動
を
医
師
が
指
示
ま
た
は

指
導
・
助
言
・
検
証
し
て
、
そ
れ
ら
医

行
為
の
質
を
保
障
す
る
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。
そ
の
た
め
救
急
隊
は
病
院
と
連

携
し
資
質
の
向
上
の
た
め
教
育
研
修
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
救
急
現
場
に
居
合

わ
せ
た
場
合
、
救
急
隊
到
着
前
の
「
早

い
通
報
、
早
い
応
急
手
当
」
が
救
命
率

の
向
上
に
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

　
１
１
９
番
通
報
し
て
か
ら
救
急
車
が

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
時
間
は
、
市

内
平
均
で
８
〜
９
分
か
か
り
ま
す
。
一

方
、
心
肺
停
止
の
場
合
の
救
命
率
は
、

２
分
以
内
で
心
肺
そ
生
が
行
わ
れ
た
場

合
は
90
％
程
度
と
言
わ
れ
て
い
て
、
４

分
経
過
で
50
％
、
５
分
経
過
で
は
25
％

ま
で
低
下
し
ま
す
。
心
肺
停
止
後
、
い

か
に
正
し
い
心
肺
そ
生
を
開
始
す
る
か

が
救
命
率
向
上
の
大
き
な
カ
ギ
と
な
る

の
で
す
。

　
M
C
協
議
会
で
は
、
病
院
前
救
護
に

お
け
る
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動
を
と

お
し
て
、
救
命
率
向
上
に
力
を
入
れ
て

メ
デ
�
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は

迅
速
な
心
肺
そ
生
が
救
命
の
カ
ギ

救
命
サ
ポ
ー
ト
事
業
所
と
A
E
D

　
救
急
車
の
出
動
件
数
は
年
々
増

え
て
い
ま
す
。
救
急
車
を
必
要
と

し
て
い
る
人
へ
の
適
切
な
救
命
措

置
が
遅
れ
る
と
、
救
え
る
命
が
救

え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

効
果
的
な
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

生
命
の
危
険
が
あ
る
傷
病
者

が
救
急
車
を
待
っ
て
い
ま
す

設
置
し
て
い
る
事
業
所
や
団
体

で
、
積
極
的
な
救
命
活
動
に
賛

同
す
る
地
域
救
命
の
拠
点
で

す
。
現
在
、
郡
市
内
に
は
１
０

２
か
所
の
救
命
サ
ポ
ー
ト
事
業

所
が
あ
り
ま
す
。
救
命
に
大
切

な
の
は
A
E
D
を
含
め
た
正
し

い
応
急
手
当
の
実
施
で
す
。
い

ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
救
命

技
術
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
せ

　
　
　
ん
か
。

■
Ｍ
Ｃ
協
議
会
事
務
局

　
　
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

　
　
十
日
町
市
中
魚
沼
郡
医
師
会

　
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部

■
問
合
せ

　
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
警
防
課
救

急
係
　
☎
７
５
７

�

０
１
１
９
　

十日町地域メディカルコントロール（MC）協議会

　地域住民に適切な救急医療を提供するため、平成16年に

設立されたMC協議会。22年度は十日町市中魚沼郡医師会長

の池田透氏（池田医院院長）を協議会長とし、医師会や歯科

医師会、薬剤師会、看護師会をはじめ、警察や行政機関など

と連携して地域の救命率の向上を目指しています。

国
民
読
書
年
　
年
間
特
別
企
画

「
私
の
と
っ
て
お
き 

オ
ス
ス
メ
本
」
募
集
中

　
今
年
は
国
会
決
議
に
基
づ
く
国
民
読

書
年
で
す
。
情
報
館
で
も
読
書
活
動
推

進
の
特
別
企
画
と
し
て
「
私
の
と
っ
て

お
き
オ
ス
ス
メ
本
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
オ
ス
ス
メ
の
１
冊

に
つ
い
て
、
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
募
集
内
容

　
毎
月
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
す
。
テ
ー

マ
に
ち
な
ん
だ
オ
ス
ス
メ
の
１
冊
に
つ

い
て
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
６
月
の
募
集
テ
ー
マ

　「
怖
」

■
募
集
期
間

　
６
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

※
以
後
、
毎
月
テ
ー
マ
を
変
え
て
、
コ

メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
テ
ー

マ
は
情
報
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
や
市
役

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
募
集
内
容

　
テ
ー
マ
は
設
け
ず
、
年
間
を
と
お
し

て
読
ん
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
本
に
つ
い

て
の
コ
メ
ン
ト
や
絵
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　
情
報
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
応
募
用

紙
・
応
募
箱
を
用
意
し
ま
す
。
応
募
用

紙
に
読
ん
だ
本
の
タ
イ
ト
ル
や
著
者
名

と
そ
の
本
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
記

入
し
て
応
募
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
児
童
部
門
は
絵
で
も
応
募
で
き
ま
す

■
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
の
活
用
方
法

　
館
内
の
掲
示
ス
ペ
ー
ス
に
張
り
出
し

た
り
、情
報
館
の
広
報
誌
「
よ
む
よ
む
」

に
掲
載
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
問
合
せ

　
情
報
館
　
☎
７
５
０

｜

５
１
０
０

　
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
２
か
月
に
１

回
で
す
。
宅
内
の
給
水
管
の
漏
水
や
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
の
故
障

は
、
使
用
者
（
所
有
者
）
の
管
理
責
任

と
な
り
ま
す
。

　
特
に
、
確
認
し
に
く
い
床
下
や
地
中

の
漏
水
は
発
見
が
遅
れ
る
こ
と
が
多

く
、
相
当
の
額
の
水
道
料
金
が
請
求
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら

メ
ー
タ
ー
に
異
常
が
な
い
か
点
検
を
お

願
い
し
ま
す
。

区　　分 給水人口（人）割合（％）

上水道 33,464 55.0

簡易水道 25,823 42.5

小規模水道 253 0.4

組合営水道 213 0.4

自家用水のみ 1,044 1.7

合　　計 60,797 100

十日町市の水道利用状況
（平成22年４月１日現在）

　

水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
必

要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

漏
水
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

水
道
ひ
と
く
ち
メ
モ

６
月
１
日
㈫
〜
７
日
㈪

第
52
回 

水
道
週
間

﹃
水
道
に　

寄
せ
る
信
頼　

飲
む
安
心
﹄

■問合せ
上下水道局
☎757-3115

◆
赤
い
水

　
水
道
管
に
つ
い
た
「
鉄
さ
び
」
が
主

な
原
因
。
し
ば
ら
く
水
を
出
し
て
い
る

と
き
れ
い
な
水
に
な
り
ま
す
。

◆
白
い
水

　
水
の
中
に
空
気
が
混
じ
り
、
小
さ
な

泡
が
で
き
た
た
め
に
白
く
見
え
ま
す
。

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
透
明
に
な
り

ま
す
。

◆
青
い
水

　
新
し
い
給
水
管
か
ら
溶
け
出
し
た
微

量
の
銅
イ
オ
ン
が
、
石
け
ん
と
反
応
し

て
「
銅
石
け
ん
」
と
な
り
、
タ
イ
ル
な

ど
に
付
い
て
青
く
染
ま
り
ま
す
。
浴
槽

な
ど
に
石
け
ん
や
湯
あ
か
が
残
ら
な
い

よ
う
、
手
入
れ
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
水
道
水
の
お
い
し
い
飲
み
方

　
お
い
し
い
水
の
温
度
は
、
だ
い
た
い

15
℃
前
後
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ジ
ュ

ー
ス
の
よ
う
に
、
水
も
冷
や
し
て
飲
む

と
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

じゃあ、読もう。
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とおかまち応援寄附金（ふるさと納税）の
活用事業をお知らせします

吉田C
クロスカントリー

C 競技場の活用を市民の皆さんで考えていきましょう！
～市民の力で吉田CC競技場を活用するための十日町市協働提案事業～

平
成
21
年
度
の
主
な
事
業

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
②
】
大
地
の
芸
術

祭
の
開
催
や
作
品
管
理（
７
５
１
万
７
、

０
０
０
円
）

　
昨
年
度
開
催
さ
れ
た
第
４
回
大
地
の

芸
術
祭
の
運
営
経
費
の
財
源
の
一
部
と

し
て
活
用
し
ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
④
】
子
育
て
し
や

す
い
教
育
環
境
の
整
備
（
26
万
２
、
７

０
０
円
）
に
【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
⑩
】

市
長
に
お
任
せ
（
32
万
７
、３
０
０
円
）

を
加
え
た
合
計
59
万
円

　
絵
本
を
と
お
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い

の
機
会
を
作
る
こ
と
や
幼
児
の
情
操
教

育
を
推
進
す
る
た
め
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
と
し
て
乳
幼
児
健
診
の
10
か
月

身
体
測
定
と
１
歳
６
か
月
健
診
時
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
保
育
士
に
よ
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
実
施
し
、
絵
本
を
無

料
で
配
布
す
る
財
源
の
一
部
に
活
用
し

ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
⑥
】
自
然
環
境
の

保
全
（
17
万
４
、
５
０
０
円
）
に
【
寄

附
金
メ
ニ
ュ
ー
⑩
】
市
長
に
お
任
せ

（
59
万
７
、
５
０
０
円
）
を
加
え
た
合

計
77
万
２
、
０
０
０
円

　
市
内
に
あ
る
４
０
０　

の
集
落
共
有

林
は
、
手
入
れ
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
、
森
林
の

荒
廃
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
荒
廃
化
を

防
ぐ
た
め
の
事
業
と
し
て
、
住
民
の
共

同
作
業
に
よ
り
倒
木
処
理
や
関
連
作
業

道
の
整
備
な
ど
を
行
っ
た
場
合
に
20
万

円
を
上
限
に
作
業
費
の
50
％
を
助
成
す

る
事
業
に
活
用
し
ま
し
た
（
集
落
共
有

林
整
備
支
援
事
業
）。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
⑩
】
市
長
に
お
任

せ
（
３
０
０
万
円
）

　
児
童
の
医
療
費
の
一
部
を
保
護
者
に

助
成
し
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と

と
も
に
、
疾
病
の
早
期
発
見
や
早
期
治

療
を
促
進
す
る
た
め
に
、
保
険
診
療
分

の
医
療
費
に
つ
い
て
窓
口
負
担
分
を
超

え
た
額
を
助
成
す
る
事
業
の
財
源
の
一

部
に
活
用
し
ま
し
た
（
児
童
医
療
費
助

成
事
業
）。

平
成
22
年
度
の
主
な
事
業

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
⑩
】
市
長
に
お
任

せ
（
５
６
０
万
円
）

◎
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
児
童
医
療
費

助
成
事
業
の
財
源
の
一
部
に
１
２
０

万
円
を
活
用
し
、
３
、
３
８
３
万
９
、

０
０
０
円
で
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◎
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
集
落
共
有
林

整
備
支
援
事
業
を
１
０
０
万
円
で
実

施
し
ま
す
。

◎
集
落
な
ど
地
域
住
民
で
組
織
す
る
団

体
が
行
う
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

個
性
豊
か
な
集
落
づ
く
り
の
た
め
の

自
主
的
な
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

地
域
活
性
化
支
援
事
業
補
助
金
を
交

付
す
る
事
業
を
３
４
０
万
円
で
実
施

単位：円寄附金の明細

●問合せ　財政課　☎757-3114

　ふるさとを思う温かい寄附金は、平成21年度決算額で、244人の皆さんから30,687,500円とな

りました。大変ありがとうございました。

　平成21年度の活用額及び平成22年度当初予算における寄附金活用事業を報告します。

寄附金の活用メニュー
Ｈ20年度
末残高

Ｈ21年度
寄附件数

Ｈ21年度
寄附金額

Ｈ21年度
活用額

（実績）

Ｈ22年度
活用額

（当初予算）

①雪まつりや雪を楽しむイベントの開催 175,000 125 8,188,000 0 200,000

②大地の芸術祭の開催や作品管理 160,900 79 7,842,500 7,517,000 0

③子ども・高齢者・障がい者にやさしいまちづくり 865,500 7 1,320,000 500,000 500,000

④子育てしやすい教育環境の整備 262,700 5 370,000 262,700 300,000

⑤道路や住宅の雪対策 135,100 2 110,000 0 200,000

⑥自然環境の保全 214,500 4 90,000 174,500 100,000

⑦自然エネルギーの活用 20,000 3 70,000 0 50,000

⑧スポーツ健康都市づくり 54,500 1 10,000 0 60,000

⑨芸術文化活動の振興 203,000 2 105,000 0 300,000

⑩市長にお任せ 5,480,222 16 12,582,000 3,924,800 5,600,000

合　　計 7,571,422 244 30,687,500 12,379,000 7,310,000

し
ま
す
（
地
域
活
性
化
支
援
事
業
）。

　
そ
の
ほ
か
に
も
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

や
自
然
環
境
保
全
、
芸
術
文
化
事
業
な

ど
に
活
用
す
る
計
画
で
す
。

★春の夜。午後８時ころに南西の空を眺めると、少

しいびつな四角形をした星の並びが目に飛び込んで

きます。星座は「からす座」。神話の世界ではうそ

つきカラスと呼ばれ、口からでまかせを言ったこと

で黄金の羽を真っ黒く変えられてしまうという、哀

れなキャラクターです。目立つ星は４つしか見え

ず、カラスの姿を想像するのは難しいため、真っ黒

になった姿のカラスを罰として天に張り付けた４本

のくぎを表しているといった解釈もあります。

★このからす座を目印に南へたどっていくと、そこ

には南天あこがれの南十字星が輝いています。残念

ながら十日町市の緯度では見えず、沖縄あたりまで

足を運ぶ必要があります。ちなみに、今から2,000

年前には、当地からも南十字星が見えていました

（図参照）。これは25,800年周期の『歳差（さいさ）』

と呼ばれる地球の動きのためです。このように私た

ちにとって南十字星は目にする機会の少ない星座な

のですが、反対に南半球に住む星空ファンには、ふ

だん私たちが何気なく見ている北十字とも呼ばれる

「はくちょう座」があこがれの星座となっています。

★おとめ座には土星が輝いています。土星は地球と

の位置関係で、輪がとても細い状態で見えます。明

るい星の少ない春の夜空では目立つ存在です。

【６月の番組情報】
６月の星空（定期）、すい星のはなし（企画番組）

投影日：６月６日㈰・13日㈰・20日㈰・27日㈰

投影時間：午前11時〜（約40分間）

★問合せ　中里公民館　☎ 763-2493

西暦10年５月10日午後８時の市内の星空

…プ…
ラ…ネ…タ…リ…ウ…ム…

②

　市では、吉田クロスカントリー競技場利活用運営協議会「吉田

CC. ネット」を発足し、冬の利用以外にも市民の皆さんが気軽に

安心して集える、多目的な施設として活用できるように検討しま

す。

　芝生ひろばやローラーコース、遊び場、交流菜園、イベント開

催などさまざまな活用方法を模索します。

皆さんのアイデアを出してみませんか！

　「グリーンシーズンを楽しく使ってみたい！」「健康づくりに使ってみたい！」「子どもたちとこんな

遊び・スポーツをしたい！」「イベントで使いたい！」など、いっしょに参加してアイデアを出して

みたい人は、下記まで申し込んでください。イベントや企画を手伝うサポーターも募集しています。

■申込み・問合せ：

　　〒948-0105　十日町市北鐙坂867-1　吉田公民館内　「吉田CC.ネット」発起人会事務局

　　☎752-2874　FAX：752-5240　e-mail：yoshida.cc@city.tokamachi.lg.jp

　※「吉田CC.ネット」のホームページ（http：//www.yoshidacc.net/）から活動の様子を見るこ

　　とができます。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
地
域
住
民
が

　
加か

須ぞ

市
民
平
和
祭
交
流
事
業
に
参
加

正
し
く
知
る
、
楽
し
く
学
ぶ

笑
顔
と
歓
声
が
あ
ふ
れ
る
保
育
園
に
な
る
こ
と
を
願
い

上
野
保
育
園
改
築
工
事
起
工
式

の
生
産
地
で
、
１
０
０
ｍ
の
ジ
ャ
ン
ボ

こ
い
の
ぼ
り
を
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

が
有
名
で
す
。
松
之
山
地
域
と
加
須
市

の
つ
な
が
り
は
、
職
員
同
士
の
交
流
か

ら
始
ま
り
、平
成
11
年
か
ら
16
年
ま
で
、

同
市
大
桑
地
区
で
実
施
さ
れ
た
「
暁

塾
」
に
松
之
山
地
域
の
小
学
生
が
参
加

し
、
子
ど
も
同
士
の
交
流
が
も
た
れ
ま

し
た
。
現
在
で
も
、
同
市
不
動
岡
地
区

で
行
わ
れ
る
夏
祭
り
に
は
、
大
厳
寺
高

原
で
保
存
し
て
い
る
雪
を
毎
年
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
雪
の
提
供
な
ど
交
流
が
続
い
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
今
回
の
物
産
販
売
や
、

観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
が
実
現
し
ま
し
た
。
物

産
販
売
で
は
、
野
鳥
こ
け
し
な
ど
の
民

芸
品
や
ウ
ド
・
コ
ゴ
ミ
・
ワ
ラ
ビ
な
ど

の
山
菜
を
持
参
。
山
菜
は
好
評
の
う
ち

に
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
交
流
を
続
け
て
い
く
た
め
、

次
年
度
に
向
け
て
反
省
検
討
会
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　
５
月
３
日
㈷
、
埼
玉
県
加
須
市
で
開

催
さ
れ
た
、﹃
新
市
誕
生
記
念
　
第
1

回
加
須
市
民
平
和
祭
﹄
に
、
十
日
町
市

か
ら
里
山
セ
ン
タ
ー
職
員
や
上
布
川
地

区
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
上
布
川
地
区

の
農
家
の
皆
さ
ん
、松
之
山
商
工
会
長
、

支
所
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
加
須
市
は
、
今
年
の
3
月
23
日
に
１

市
３
町
が
合
併
し
、
新
生
加
須
市
と
な

り
ま
し
た
。
日
本
有
数
の
こ
い
の
ぼ
り

　４月30日㈮、松之山小学校（山﨑美枝子

校長）児童50人が美人林の清掃を行いまし

た。この清掃活動は、遠足を兼ねて毎年春と

秋の２回行われます。同小学校は、児童全員

が緑の少年団に加入。動・植物などの自然観

察や学校林の手入れ、森林内の清掃奉仕活動

などを行い、地域の緑化推進に努めています。

この日は美人林で昼食を食べた後、地主の一

人、田辺誠二さん（松口・85歳）から指導

を受けながら、林内の小枝やゴミなどを拾い

集める作業を行いました。清掃が終わりすっ

かりきれいになった美人林には、５月１日か

ら５日までの５日間で約7,300人の観光客が

訪れ、残雪中

に映える新緑

の美人林を満

喫しました。

松之山小 美人林清掃遠足 薪のある狂言　真夏の笑い祭典

◆日　時：８月３日㈫　午後７時〜（開場６時30分）

◆会　場：山の上の能楽堂（雨天時：松之山体育館）

◆演　目：小舞「貝づくし」、狂言「磁石」「吹取」

◆入場料：大人ＳＳ席6,000円、 Ｓ席5,000円、 Ａ席

3,500円（小・中・高生は1,000円引き、当日は各

500円増し）※チケット販売は６月８日㈫〜

◆申込み・問合せ：

　真夏の笑い祭典実行委員会　☎596-2411

※詳細は『まつのやま.com』でインターネット検索

をしてください

　今年で13回目を

迎える「万作の会」

の公演が、８月３日

㈫に開催されます。

人間国宝・野村万作

の舞台を見るまたと

ない機会です。多く

の皆さんの来場をお

待ちしています。

　
５
月
13
日
㈭
、
上
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
公
民
館
講
座
の
上

野
高
齢
者
学
級
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
野
高
齢
者
学
級
は
、
本
年
度
４
回

計
画
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
日
は
第
１
回

目
の
講
座
。﹃
認
知
症
の
お
話
﹄と
題
し
、

十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
３
人
を
講
師
に

迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
座
は
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
に
分
か

り
や
す
く
認
知
症
に
つ
い
て
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
講
師
が
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
た
寸
劇
も
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

講
師
の
１
人
で
、
寸
劇
の
中
心
人
物
を

担
っ
た
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
津
端
正

子
さ
ん
は
、「
た
だ
話
を
す
る
よ
り
も
、

寸
劇
で
伝
え
る
ほ
う
が
分
か
り
や
す

く
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
も
ら
え
る

と
思
い
ま
し
た
。
認
知
症
の
予
防
に
つ

い
て
も
、
普
段
か
ら
楽
し
い
こ
と
を
し

て
、
頭
の
中
を
生
き
生
き
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
分
か
り
や
す
か

っ
た
」「
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が

上
が
り
、
最
後
ま
で
笑
い
声
の
絶
え
な

い
、
楽
し
い
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

～
高
齢
者
学
級
で
認
知
症
に
つ
い
て
の
講
座
を
開
催
～

正
し
く
知
る
、
楽
し
く
学
ぶ

好評だった寸劇　会場は笑いに包まれました

市長と設計、施工業者による“鍬
くわ

入れの儀”

待ち遠しいな、新しい保育園

　
４
月
28
日
㈬
、
上
野
保
育
園
改
築
工

事
起
工
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
が
出
席

し
て
工
事
の
安
全
が
祈
願
さ
れ
ま
し

た
。

　
起
工
式
で
は
関
口
市
長
が
、「
上
野

保
育
園
の
建
て
替
え
を
無
事
着
工
で
き

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
、
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。
今
後
も
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
や
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
式
の
様

子
を
現
在
橘
保
育
園
で
合
同
保
育
中
の

上
野
保
育
園
児
た
ち
も
見
学
し
、
最
後

に
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
園
舎
は
、
今
年
11
月
末
の
完

成
と
来
年
１
月
か
ら
の
保
育
開
始
を
目

指
し
、
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
施
設

に
は
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
地
中

熱
を
利
用
し
た
冷
暖
房
が
取
り
入
れ
ら

れ
、
前
面
の
市
道
も
改
築
工
事
に
合
わ

せ
て
改
良
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
園
舎
に
は
、

こ
れ
ま
で
川
西
地
域
で
念
願
だ
っ
た
、

﹃
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
﹄
が
併
設
さ

れ
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。
開
設

は
平
成
23
年
４
月
の
見
込
み
。
子
育
て

に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
な
ど
を
実

施
す
る
予
定
で
、
そ
の
完
成
が
待
た
れ

ま
す
！

16市報とおかまち　平成22年5月25日号市報とおかまち　平成22年5月25日号17



スポーツ振興課　☎ 752-4377昭和の十日町

■ネージュスポーツクラブは

事務局 十日町市総合体育館内 ☎752-6202
          ホームページ http://www.neige-sc.jp/

　子どもから高齢者まで、幅広くスポーツを楽し

んでもらえるよう、さまざまな教室を開催してい

ます。気軽に楽しめる教室ですので、皆さんの健

康増進に、仲間づくりに、ぜひ参加してくださ

い。

　教室紹介の第１回目は、本年度から新設された

ジュニア卓球教室です。対象は小学３年生から６

年生。毎週木曜日、市総合体育館アリーナで午後

７時から８時30分まで開催しています。

　卓球は小さな子どもから高齢者まで楽しめる、

ジュニア卓球教室

教室紹介①ネージュスポーツクラブ

安全で気軽な生涯スポーツです。始めは興味のな

い子どもでも、すぐに楽しさを覚え夢中になりま

す。また、省スペースで家族みんなで楽しめるの

も大きな魅力です。ベテランの十日町市卓球協会

の会員が親切丁寧に指導しています。

　福原愛さんなど有名選手の活躍もあって、卓球

ブームも上昇中。皆さんも気軽に卓球を楽しんで

みませんか。（申込みは事務局まで）

No.14

さ
れ
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
59
年
の

大
雪
で
幹
が
痛
み
、
樹
勢
が
衰

え
倒
壊
の
危
険
が
生
じ
た
た
め

に
、
平
成
に
入
っ
て
伐
採
さ
れ

ま
し
た
。
松
之
山
公
民
館
に
あ

る
衝つ
い
た
て立
は
、
こ
の
け
や
き
の
一

部
で
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

田
村
麻
呂
将
軍
は
、
仙
田
の

赤
谷
に
も
立
ち
寄
り
、
記
念
に

け
や
き
を
植
え
ま
し
た
。
こ
の

け
や
き
も
す
く
す
く
と
成
長

し
、
目
通
り
周
囲
10
ｍ
、
樹
高

47
ｍ
、
樹
齢
１
、
２
０
０
年
と

い
う
新
潟
県
を
代
表
す
る
巨
木

と
し
て
県
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
く
か
ら
大お
お

木ぎ

の
木
と
呼
ば

れ
、
田
村
麻
呂
将
軍
の
お
手
植

え
と
い
う
こ
と
で
戦
勝
祈
願
に

来
る
人
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
千
手
観
音
を
本
尊
と

す
る
清
水
寺
を
創
建
す
る
な

ど
、
田
村
麻
呂
は
観
音
信
仰
が

厚
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
け
や
き

の
幹
か
ら
は
が
れ
る
皮
は
、
み

ん
な
観
音
様
の
形
を
し
て
い
ま

し
た
。
赤
谷
出
身
の
兵
士
は
こ

の
皮
を
お
守
り
に
し
て
戦
場
に

出
か
け
、
ず
っ
と
戦
死
者
を
出

し
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
た
め
、

こ
れ
を
お
守
り
に
す
る
と
弾
に

当
た
ら
な
い
と
、
太
平
洋
戦
争

時
に
は
近
郷
近
在
か
ら
皮
を
求

め
に
来
る
人
が
後
を
絶
た
な
か

っ
た
と
い
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
甲
子
園
を
目
指

す
高
校
生
の
お
参
り
も
多
く
、

十
日
町
高
校
球
児
が
甲
子
園
出

場
を
果
た
し
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

樹
勢
は
ま
す
ま
す
盛
ん
で
、

い
ま
も
成
長
を
続
け
て
い
ま

す
。

〈
五
十
九
〉

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ
と
。

征せ
い
い
た
い
し
ょ
う
ぐ
ん

夷
大
将
軍
坂さ
か
の
う
え
の
た
む
ら
ま
ろ

上
田
村
麻
呂
が

蝦え

ぞ夷
征
伐
に
向
か
い
ま
し
た
。

途
中
、
松
之
山
の
湯
山
で
一
本

の
け
や
き
が
目
に
と
ま
り
、
そ

の
木
に
馬
を
つ
な
い
で
休
息
し

ま
し
た
。

村
人
は
、
身
の
た
け
六
尺
を

超
え
、
髪
は
金
色
、
鷹
の
よ
う

な
鋭
い
眼
の
武
人
を
見
て
、「
こ

ら
人
じ
�
ね
、
戦
の
神
様
だ
」

と
敬
い
、
心
づ
く
し
の
も
て
な

し
を
し
ま
し
た
。
し
っ
か
り
気

力
体
力
を
養
っ
た
田
村
麻
呂
は

旅
を
続
け
、
み
ご
と
蝦
夷
征
伐

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

村
人
は
、
田
村
麻
呂
が
馬
を

つ
な
い
だ
け
や
き
を
神
木
と
あ

が
め
、
大
切
に
育
て
ま
し
た
。

以
来
、
目
通
り
周
囲
15
ｍ
、
樹

高
30
ｍ
、
樹
齢
１
、
２
０
０
年

を
超
え
る
日
本
屈
指
の
巨
木
と

し
て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

「
将
軍
ゆ
か
り
の
大
け
や
き
」

    

　の
巻
　
　  

（
湯
山
・
赤
谷
）

～山内写真館の世界～
信濃川の渡し船

　● 撮影時期：昭和15年ころ

　● 撮影場所：下島付近

　信濃川には東西の岸を結ぶ渡し場が数

多くありました。渡し船での往来は大変

な時間と労力を要し、川治村と上野村の

素封家の婚儀では、嫁入り行列が孫佐衛

門の渡しを越えるのに３時間もかかった

といいます。その後、十日町橋の架橋や

鉄道の開通で交通の便は格段に向上しま

した。 ●問合せ　情報館　☎750-5100 

小
林
大
輝
会
長
・
藤
田
秀
吾
副
会
長
・
小
林

萌
夢
副
会
長

─
─

い
じ
め
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
各
委
員
会

が
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
行
う
「
に
こ
に
こ
週

間
」を
設
け
て
い
ま
す
。
生
徒
会
本
部
で
は
、

友
だ
ち
が
良
い
こ
と
を
し
て
い
た
ら
用
紙
に

記
入
し
て
箱
に
入
れ
、
給
食
時
に
放
送
す
る

「
ハ
ッ
ピ
ー
オ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
」
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
卒
業
し
て
も
誇
れ
る
よ

う
な
日
本
一
の
学
校
に
し
た
い
で
す
。

髙
澤
郁
男
先
生
・
関
彩
子
先
生

─
─

生
徒
会

に
新
し
い
風
を
吹
き
込
も
う
と
す
る
姿
勢
が

良
い
と
思
い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自

覚
も
あ
り
、
普
段
の
生
活
か
ら
ほ
か
の
生
徒

の
手
本
と
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
仲
が
良

く
、
欠
点
も
含
め
て
互
い
に
指
摘
し
な
が
ら

高
め
合
っ
て
い
け
る
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　「夢に向かって全力疾走〜最高の仲間と目

指せ日本一〜」この生徒会スローガンは、全

校生徒の投票で決まりました。下条中学校は

昨年、毎日新聞社主催の毎日カップ体力つ

くりコンテストで日本学校体育研究連合会

賞（全国4,255校中５位）を受賞。今年は日

本一を目指しています。また、あいさつや学

習でも日本一の学校になれるよう、生徒会本

部役員を中心に各委員会と協力して活動しま

す。スローガンの文字は、生徒全員で色紙を

ちぎってはって作りました。

下条中学校　向
むこうがはら

ケ原生徒会
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街中ウォーク　目指せ世界一周40,000㎞

５月１日現在の歩行距離　5,918㎞



　代 表 者：代表取締役　星　光男
　所 在 地：十日町市中条己1684-1
　連 絡 先：☎752-6306
　　　　　　URL：http://www.np1.co.jp/
　従業員数：24人
　事業内容：精密金型部品、自
　　　　　　動機部品加工、自
　　　　　　動機製作
　採用計画：若干名
　理念/方針：「企業は人なり」人と
　　　　　　　人の繋がりの中、匠
　　　　　　　の世界で成長する。

なでしこJAPAN　市内で初のキャンプ

わかむらさきの会で文化継承

　５月７日㈮、十日町小学校で、きものの集いの皆さん
の協力による「わかむらさきの会」が行われました。わ
かむらさきの会は、日本有数の織物産地十日町の伝統と
文化を子どもたちに伝えたいとの思いから発足したもの
で、今年で13年目。十日町小学校６年生女子を対象に、
和装のみならず、茶道、華道などの日本文化について毎
月１回講義します。代表の田口節子さん（88歳）は、「熱
い思いで10年以上続けてこられました。250人以上の
会の卒業者と、いつかOB会をしたい」と話しました。

　５月９日㈰から15日㈯にかけて、当間多目的グラウンドでサッ
カー日本女子代表とU-20女子代表選手が強化キャンプを行いま
した。９日にはサッカースクールが行われ、なでしこジャパンの
選手たちが子どもから社会人まで約110人を対象に、サッカー指
導をしました。その後グラウンドで歓迎セレモニーが行われ、地
元キルト愛好家からはきもの生地で制作したサッカーボールが選
手たちに手渡されました。ワールドカップ出場選考会を兼ねるア
ジア予選を前に、チーム監督の佐々木則夫さんは、「中国で行わ
れるアジア予選で初のチャンピオンを獲得して、皆さんに報告で
きるのを楽しみにしています」と話しました。

　

５
月
８
日
㈯
、
大
棟
山
美
術
博
物
館

で
、「
坂
口
安
吾
ま
つ
り
in
松
之
山
」
が

開
催
さ
れ
、
各
地
の
安
吾
の
会
メ
ン
バ
ー

の
ほ
か
、
商
工
・
観
光
関
係
者
な
ど
約
90

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
館
内
で
は
安
吾
作

品
の
朗
読
や
弾
き
語
り
の
ほ
か
、
安
吾
の

長
男
で
写
真
家
の
坂
口
綱
男
さ
ん
に
よ
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
ラ

イ
ド
写
真
を
通
じ
て
語
ら
れ
る
父
へ
の
思

い
に
、
参
加
者
は
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

安
吾
ゆ
か
り
の
地
で
、
作
品
や
生
き
方
に
触
れ
る

紺商　株式会社株式会社　新潟プレシジョン

株式会社　新潟プレシジョン

紺商　株式会社

〜精密金属加工会社で、特にプレスなどの金型部品を得意としています。部品
　は主に生産工場の機械設備の中で使われ、高品質の製品を産み出す縁の下の
　力持ちとして、技術にこだわりながら“モノづくり”に取り組んでいます〜

創業は平成８年。従業員の平均年齢は36歳と若い会社で、社名には「県

内の加工部品会社で一番を目指す」という意味が込められています。部品

加工では、QCDS（品質、価格、納期、サービス）を進めながら、お客様満

足度の高い、オンリーワンのモノづくりを第一に掲げています。現在、長岡

技術科学大学や経済産業省と連携を図りながら技術力のさらなる向上を目指

しています。特に「温度と加工精度」に力点をおいたモノづくりを進めてい

きます。また、精密度を独自で評価するため、新たに測定機器を購入し、取

引先に安心・安全な部品を納品できる体制を整備しました。今後は国や県、

NICO（新潟産業創造機構）からの支援や、一般企業や大学と連携を図りな

がら、微細加工という医療機器関係の精密部品分野にも新たに参入していき

ます。６月23日㈬から３日間、東京で開催される日本最大の機械要素技術

展に出展するなど、全国を視野に入れた事業展開をしています。今後も高い

技術力と挑戦心でミクロ産業の発展に貢献していきます。

～きものなど繊維用及び製紙用の染料をはじめ水処理薬剤、石材保護剤など幅広く
　取り扱う化学品の専門商社です。明治37年に紺吉商店として設立した老舗会社で、
　蓄積されたノウハウで各種オリジナル商品の開発、製造、販売を行っています～

十日町に生まれ着物産業とともに成長する過程で、「水をきれいにする」

住環境の整備から水処理薬剤、浴場向け資材（レジオネラ属菌対策薬剤）

の販売へとつなげていきました。取引先も幅広く、着物会社には着物用染

料を、県内の温泉施設やクリーニング店などには浴場向け資材や洗剤を販

売するなどさまざまで、中でも首都圏を中心にビルメンテナンス会社への

ビル掃除用の石材用ケミカル製品の取引が伸びています。また、新幹線の

高架橋を酸性雨などから保護するための劣化防止用薬剤の販売をきっかけ

に、墓石や大理石、タイルなどの汚れ落としや劣化防止用薬剤の製造販売など

高機能かつ付加価値の高いオリジナル製品の開発に力を注いでいます。

社内のモットーは「送る商品、来る信用」で、特にお客様からのクレームを

大事にし、それに対する解決策を社員全員で共有、周知するなど、常に風通し

の良い社風を心掛けています。今後も「化学」を核に据えて、複雑化、細分化

するお客様の商品要望に柔軟に対応していきます。

　代 表 者：代表取締役　瀧澤　光正
　所 在 地：十日町市本町1-614
　連 絡 先：☎757-2111
　従業員数：50人（長岡支店、新潟・五泉営業所、東京・さ

いたま事務所含む）
　事業内容：繊維・製紙用染料、
　　　　　　水処理薬剤、石材用
　　　　　　ケミカル製品、クリ
　　　　　　ーニング資材など
　採用計画：３〜５人程度
　理念/方針：産業界のケミカル・
　　　　　　パートナー

20市報とおかまち　平成22年5月25日号

　このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画政策課広報広聴係
（☎757─3112）へ、気軽にお寄せく
ださい。

tokamachi topics

市報とおかまち　平成22年5月25日号21

事業所情報紙
と・お・か・ま・ち

十日町の働く現場を紹介します。 ■問合せ　産業振興課　☎757-3139

※はたログ掲載事業所を募集しています。詳しくは産業振興課まで
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【
健
康
！
青
竹
踏
み
教
室
】
青
竹

踏
み
と
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な

ど
を
取
り
入
れ
た
運
動
を
し
ま

す
。
●
日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分
●
会
場
＝

●
日
時
＝
５
月
29
日
㈯
午
後
３
時

〜
※
大
雨
の
場
合
は
中
止
●
入
場

料
＝
一
般
５
０
０
円
（
入
館
料
込

み
）、
中
学
生
以
下
無
料
（
入
館

料
別
）
※
入
場
券
は
当
日
販
売
●

出
演
＝
五
十
嵐
正
子
さ
ん
（
オ
カ

リ
ナ
）、水
落
哉
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

●
曲
目
＝
「
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
」「
風
の
と
お
り
道
」「
津

軽
の
ふ
る
さ
と
」「
翼
」
ほ
か
●

会
場
・
問
合
せ
＝
星
と
森
の
詩
美

術
館
（
☎
７
５
２
―
７
２
０
２
）

つ
つ
じ
原
公
園
ま
つ
り

●
対
象
＝
55
歳
以
上
の
人
●
募
集

人
数
＝
20
人
●
受
講
期
間
＝
６
月

10
日
㈭
・
11
日
㈮
・
14
日
㈪
・
15

日
㈫
（
４
日
間
）
●
会
場
＝
サ
ン

ク
ロ
ス
十
日
町
●
受
講
料
＝
無
料

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
１
日

㈫
ま
で
に
㈳
十
日
町
地
域
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８
―

４
８
０
９
）

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
日
時
＝
６
月
20
日
㈰
午
後

１
時
〜
５
時
●
会
場
＝
本
町
分
庁

舎
●
受
講
料
＝
１
、
５
０
０
円
●

定
員
＝
先
着
30
人
（
受
講
者
が
３

人
以
下
の
と
き
は
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
６
月
11
日
㈮
ま
で
に
赤
十
字

安
全
奉
仕
団
十
日
町
分
団
事
務
局

（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
７
５

０
―
５
０
１
０
）

第
１
回
家
族
介
護
教
室
・

介
護
者
交
流
事
業

　
施
設
の
見
学
会
や
実
際
に
働
い

て
い
る
各
専
門
職
の
紹
介
・
講
話

を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
６
月
11

日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
●
参

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
縄
文

衣
・
食
・
住
体
験
な
ど
イ
ベ
ン
ト

盛
り
だ
く
さ
ん
！
●
日
時
＝
６
月

６
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
●

会
場
＝
笹
山
遺
跡
広
場
（
笹
山
市

民
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
前
）
●
ゲ
ス

ト
＝
苅
谷
俊
介
さ
ん
（
俳
優
）、

土
肥
孝
さ
ん
（
前
文
化
庁
主
任
調

査
官
）
●
問
合
せ
＝
中
条
公
民
館

（
☎
７
５
２
―
２
７
４
８
）

第
11
回
笹
山
じ
ょ
う
も
ん
市

十
日
町
市
民
吹
奏
楽
団

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
’10

第
13
回　

森
の
オ
カ
リ
ナ

コ
ン
サ
ー
ト

　
６
月
６
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
に
は
お
花
見
会
を
開
催
し
ま

す
。
●
期
間
＝
６
月
１
日
㈫
〜
20

日
㈰
●
会
場
＝
つ
つ
じ
原
公
園

（
十
日
町
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
手

前
）【
春
の
管
理
作
業
】
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
●
日
時
＝
５

月
30
日
㈰
午
前
８
時
〜
●
集
合
場

所
＝
つ
つ
じ
原
公
園
駐
車
場
●
問

合
せ
＝
つ
つ
じ
原
を
よ
み
が
え
ら

せ
る
会
事
務
局
・
宮
澤
（
☎
７
５

８
―
２
５
６
５
）

緑
地
管
理
ア
シ
ス
タ
ン
ト

講
習
会

●
日
時
＝
６
月
12
日
㈯
午
後
６
時

　
山
開
き
神
事
や
登
山
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
し
ま
す
。
登
山
や
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
に
参
加
す
る
人
は
、
し

加
費
＝
無
料
●
持
ち
物
＝
内
履
き

●
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝
介

護
老
人
保
健
施
設
き
た
は
ら
（
☎

７
５
２
―
７
０
４
０
）

キ
ナ
ー
レ
各
種
教
室

明
石
の
湯
●
対
象
＝
お
お
む
ね
50

歳
以
上
の
人
●
参
加
費
＝
１
回
５

０
０
円
（
入
館
料
）【
６
・
７
月

の
き
も
の
着
付
け
教
室
※
７
月
は

浴
衣
】
●
日
時
＝
６
・
７
月
の
毎

週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
●
会
場
＝
体
験
工
房
館
●
参

加
費
＝
１
回
５
０
０
円
（
着
物
・

浴
衣
一
式
持
参
）
※
有
料
貸
出
あ

り
●
定
員
＝
10
人
（
当
日
受
付
可
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ

（
☎
７
５
２
―
０
１
１
７
）

当
間
山 

山
開
き
登
山

第
６
回
な
か
さ
と
食
の
文
化
祭

　
地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
試

食
し
な
が
ら
、
思
い
出
や
コ
ツ
を

話
し
合
い
ま
せ
ん
か
。
試
食
の
際

は
活
動
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま

す
。
●
日
時
＝
６
月
６
日
㈰
午
前

11
時
〜
（
試
食
は
正
午
〜
）
●
会

場
＝
中
里
総
合
セ
ン
タ
ー
●
問
合

せ
＝
食
の
文
化
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
（
中
里
支
所
地
域
振
興
課
内

☎
７
６
３
―
２
５
１
１
）

30
分
〜
（
開
場
６
時
）
●
会
場
＝

市
民
会
館
●
入
場
料
＝
一
般
７
０

０
円
（
当
日
８
０
０
円
）、
中
・

高
生
５
０
０
円
（
当
日
６
０
０

円
）、
小
学
生
以
下
無
料
●
曲
目

＝
「
リ
バ
ー
ダ
ン
ス
」「
ダ
ン
シ

ン
グ
・
ク
イ
ー
ン
」
ほ
か
●
プ
レ

イ
ガ
イ
ド
＝
イ
ト
ー
楽
器
、
楽
器

の
お
ぎ
の
、
中
央
公
民
館
●
問
合

せ
＝
庭
野
（
☎
０
８
０
―
１
１
２

８
―
４
６
５
１
）

第
６
回
十
日
町
市
長
杯

フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

 「森の学校」キョロロ
６月の里山体験プログラム

●参加費：大人1,000円、小・中・
　高生600円（入館料込み）
　※市内小・中学生は入館料無料　
　のため参加費300円
●集合場所・問合せ
　キョロロ  ☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

日　時・テーマ

５日㈯
午前９時30分〜正午：チョウ調査（無料）

６日㈰・13日㈰・20日㈰・27日㈰
午後１時30分〜３時：里山の生き物探険

19日㈯　※松之山温泉「地炉」集合
午後１時30分〜４時30分：花ごよみ調査（無料）

26㈯
午前４時30分〜７時30分：探鳥会（無料）
午後７時30分〜８時30分：ホタル観察会

十
日
町
市
テ
ニ
ス
協
会

初
心
者
テ
ニ
ス
基
本
講
習
会

●
日
時
＝
６
月
５
日
㈯
午
前
７
時

30
分
〜
●
会
場
＝
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
●
参
加
費
＝
４
、
０
０

０
円
（
プ
レ
ー
代
・
軽
食
代
込
み
）

●
定
員
＝
先
着
50
人
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
５
月
31
日
㈪
ま
で
に
、

参
加
費
を
添
え
て
サ
ン
パ
レ
ス
ナ

カ
ゴ
（
☎
７
６
８
―
４
４
１
９
）

　
日
本
体
育
協
会
テ
ニ
ス
指
導
員

　
例
年
と
違
い
、
今
年
は
博
物
館

で
展
示
を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝

６
月
12
日
㈯
〜
14
日
㈪
午
前
９
時

〜
午
後
７
時
（
最
終
日
は
４
時
ま

で
）
●
会
場
＝
博
物
館
●
入
場
料

第
16
回
十
日
町
市
書
道
協
会
展

第
19
回
十
日
町
市
芸
術
協
会

会
員
展
（
美
術
館
建
設
基
金

チ
ャ
リ
テ
ィ
小
品
展
）

●
日
時
＝
６
月
12
日
㈯
午
前
10
時

〜
午
後
８
時
30
分
・
13
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
・
14
日
㈪
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
●
会
場
＝
市
民

体
育
館
●
内
容
＝
日
本
画
・
洋
画
・

版
画
・
現
代
美
術
・
彫
刻
・
工
芸
・

写
真
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ

＝
若
月
（
☎
０
９
０
―
７
４
２
８

―
０
５
５
８
）

＝
無
料
●
問
合
せ
＝
金
沢
（
☎
７

５
２
―
４
２
２
１
）

●
日
時
＝
６
月
12
日
㈯
午
後
２
時

〜
５
時
（
開
場
１
時
30
分
）
●
会

場
＝
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
●
参

加
費
＝
無
料
●
定
員
＝
先
着
４
５

０
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月

10
日
㈭
ま
で
に
長
岡
療
育
園
（
☎

０
２
５
８
―
46
―
６
６
１
１
）

長
岡
療
育
園
発
達
講
座

っ
か
り
と
装
備
を
し
、
昼
食
や
飲

料
水
な
ど
の
食
料
を
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。
●
日
時
＝
６
月
６
日
㈰

午
前
８
時
〜
（
登
山
・
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
は
９
時
出
発
）
●
集
合
場
所

＝
当
間
山
登
山
口
（
市
役
所
裏
駐

車
場
午
前
７
時
20
分
発
で
送
迎
あ

り
）
●
参
加
費
＝
５
０
０
円
●
申

込
み
＝
参
加
費
を
添
え
て
市
総
合

体
育
館
●
問
合
せ
＝
十
日
町
楽
山

会
・
樋
口
（
☎
０
９
０
―
４
７
５

７
―
８
９
８
９
）

が
基
礎
か
ら
指
導
し
ま
す
。
貸
出

ラ
ケ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
●
日
時

＝
６
月
２
日
㈬
〜
７
月
14
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９

時
30
分
（
全
７
回
）
●
会
場
＝
総

合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
●
対
象
＝

一
般
（
高
校
生
も
可
）
●
参
加
費

＝
３
、
０
０
０
円
●
定
員
＝
15
人

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
５
月
31
日

㈪
ま
で
に
村
山
（
☎
０
９
０
―
２

５
２
８
―
１
９
８
０
）

第
17
回
十
日
町
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

●
期
日
＝
７
月
10
日
㈯
●
会
場
＝

十
日
町
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
21
日
㈪
ま

で
に
地
区
役
員
ま
た
は
十
日
町
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２
―

３
５
１
５
）

保育ヘルパー育成セミナー
●対　象：市内在住で保育ボランティアとして活動し
　たい人、子育て支援に関心がある人
※第２回の公開講座は受講者以外の人も参加できます
●受講料：無料（第４回はテキスト代100円が必要）
●定　員：先着30人（第２回は90人）
※保育ルームを用意します（要予約）
●申込み・問合せ：６月７日㈪までに、電話かFAX
　で①氏名②住所③生年月日④電話番号を子育て支援
　課保育園係　☎757-9169 ／ FAX757-3800

日　時 会　場 内　容
６月16日㈬

午前10時〜正午
中央公民館

第１回　開講式と実技指導
『子どもへの読み聞かせ』

６月23日㈬
午前10時〜正午

情報館
第２回　公開講座『保育ボラ
ンティアの意義』

６月30日㈬
午前10時〜正午

中央公民館
第３回　実技指導『子どもと
の遊び方』

７月６日㈫
午前９時〜正午

中央公民館 第４回　救急法の実践講座

７月13日㈫
午前10時〜11時30分

子育て支援
センターくるる

第５回　保育現場実習と閉講
式

　
23
年
４
月
採
用
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。
●
募
集
職
種
・
人
数
＝

①
介
護
職
員
25
人
②
支
援
員
５
人

③
看
護
職
員
４
人
④
生
活
相
談
員

２
人
⑤
事
務
員
２
人
●
応
募
資
格

＝
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

で
、
職
種
ご
と
に
①
介
護
福
祉
士
、

ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
②
介
護
福
祉

士
資
格
を
有
す
る
人
優
遇
③
看
護

師
、
准
看
護
師
免
許
④
社
会
福
祉

主
事
⑤
簿
記
３
級
●
１
次
試
験
日

＝
７
月
25
日
㈰
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
６
月
30
日
㈬
ま
で
に
、
必
要

書
類
を
十
日
町
福
祉
会
事
務
局

新潟県女性財団
地域セミナー

（福）
十
日
町
福
祉
会
職
員
募
集

22市報とおかまち　平成22年5月25日号
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です

※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載



●
応
募
資
格
＝
看
護
師
、
准
看
護

師
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
●
勤
務

時
間
＝
平
日
の
①
午
前
７
時
30
分

〜
９
時
30
分
②
午
後
２
時
30
分
〜

４
時
30
分
（
週
５
日
程
度
）
※
で

き
れ
ば
①
②
と
も
可
能
な
人
●
時

給
＝
１
、
０
０
０
円
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
し

ん
（
☎
７
５
７
―
５
５
１
１
）

　
５
月
は
固
定
資
産
税
第
１
期
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

第
２
期
、
介
護
保
険
料
第
２
期
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
２

期
の
納
付
月
で
す
。
期
限
（
５
月

31
日
）
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
●

問
合
せ
＝
税
務
課
・
市
民
生
活
課

６
月
の
休
館
日

５
月
の
納
税
・
納
付

子
ど
も
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
衣
類
や
雑
貨
な
ど
自
分
の
お
店

を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時

＝
７
月
４
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
●
出
店
料
＝
１
ブ
ー
ス
５
０

０
円
（
テ
ー
ブ
ル
・
い
す
付
き
ブ

ー
ス
は
１
、
０
０
０
円
）
●
受
付

開
始
＝
６
月
１
日
㈫
〜
（
先
着
順
）

●
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ

ナ
ー
レ
（
☎
７
５
２
―
０
１
１
７
）

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

介
護
ヘ
ル
パ
ー
養
成
科

７
月
入
校
生
募
集

支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
し
ん

ス
ク
ー
ル
バ
ス
介
助
員

（
パ
ー
ト
労
働
者
）
募
集

●
期
間
＝
７
月
13
日
㈫
〜
10
月
12

日
㈫
●
会
場
＝
小
千
谷
市
民
学
習

セ
ン
タ
ー
（
小
千
谷
市
）
●
受
講

料
＝
無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
自

己
負
担
あ
り
●
定
員
＝
15
人
●
申

込
み
＝
６
月
17
日
㈭
ま
で
に
所
轄

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
●
問
合
せ
＝
県

立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
☎
０

加
入
証
明
書
ま
た
は
健
康
保
険
被

保
険
者
証
の
写
し
※
代
理
人
で
も

手
続
き
可
（
受
給
者
本
人
の
印
鑑

を
持
参
）
●
提
出
・
問
合
せ
＝
子

育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
（
☎

７
５
７
―
３
７
１
９
）
ま
た
は
各

支
所
市
民
課

　
今
年
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
た
人
で
、
新
た
に
対
象

と
な
る
子
ど
も
（
中
学
２
・
３
年

生
）
が
い
な
い
場
合
は
、
市
か
ら

後
日
郵
送
さ
れ
る
現
況
届
を
提
出

し
な
い
と
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
●
受
付
期
間
＝
６
月
１
日
㈫

〜
30
日
㈬
●
持
参
す
る
も
の
＝
子

ど
も
手
当
現
況
届
、
印
鑑
、
年
金

２
・
３
月
分
の
児
童
手
当

及
び
４
・
５
月
分
の
子
ど

も
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

　
６
月
10
日
㈭
に
受
給
者
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。
●
児
童
手
当

の
月
額
＝
▼
３
歳
未
満

：
一
律
１

万
円
▼
３
歳
以
上
の
第
１
子
・
第

２
子

：

各
５
、
０
０
０
円
（
３
歳

到
達
後
の
翌
月
か
ら
）
▼
第
３
子

以
降

：
１
人
に
つ
き
１
万
円
●
子

ど
も
手
当
の
月
額
＝
中
学
校
修
了

前
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
万

３
、
０
０
０
円
●
問
合
せ
＝
子
育

て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
（
☎
７

（
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
三
好
園
し
ん
ざ

内
☎
７
５
２
―
７
６
７
０
）

タ
ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
市
総
合
体
育
館
＝
15
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
９
日
㈬
・

23
日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
火
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜
日

十
日
町
市
新
商
品
等

開
発
支
援
事
業
募
集

　
新
商
品
開
発
の
た
め
の
試
作
品

づ
く
り
や
ア
イ
デ
ア
の
提
案
を
応

援
し
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
●
補
助
対
象
事
業

＝
①
製
作
部
門

：

対
象
経
費
50
万

円
以
上
、
補
助
限
度
額
１
０
０
万

円
②
企
画
部
門

：

対
象
経
費
20
万

円
以
上
、
補
助
限
度
額
20
万
円
③

ア
イ
デ
ア
部
門

：

対
象
経
費
５
万

円
以
上
、
補
助
限
度
額
10
万
円
④

起
業
準
備
部
門
（
③
で
事
業
採
択

さ
れ
た
場
合
）

：

事
業
採
択
の
翌

年
度
に
限
り
補
助
限
度
額
20
万
円

●
対
象
＝
企
業
（
①
②
の
み
）、

個
人
、
グ
ル
ー
プ
●
補
助
率
＝
補

助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
30
日
㈬

ま
で
に
産
業
振
興
課
雇
用
開
発
係

（
☎
７
５
７
―
３
１
３
９
）

７
周
年
キ
ナ
ー
レ
ま
つ
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

むし歯のないよい歯の子
４月の３歳児健診を受けた子31人

※保護者の承諾を得て掲載しています

よい歯の子 住　所 保護者

阿 部 愛
なる

実
み

（高田町３南）善明

樋 口 　 陽
よう

（新座４−２）誠一

関　愛
あ

結
ゆ

実
み

（本町７−１）伊佐央

佐 藤 克
かつ

成
なり

（四日町１） 孝幸

板 鼻 諒
りょう

仁
じ

（城之古１） 雅芳

小 林 隼
はや

大
と

（城之古１） 和剛

髙 橋 朋
とも

大
はる

（城之古２） 亮介

茂 木 優
ゆう

弥
や

（高島２） 篤

生 越 暁
あき

人
と

（上新田２） 浩一

水落萌
も

乃
の

華
か

（岩野） 康也

山 田 望
み

結
ゆ

（土市５） 耕平

押 木 望
の

歩
あ

（南台） 丈

重 野 芽
め

衣
い

（野口） 洋央

髙 波 葉
は

奈
な

（中仙田） 直樹

登 坂 祥
しょう

真
ま

（岩瀬） 道大

富 井 洸
こう

希
き

（荒屋） 寿

南 雲 琉
りゅう

斗
と

（堀之内） 伸行

今出川　皓
こう

（千年） 景

６
月
１
日
㈫
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

●
試
験
日
＝
７
月
10
日
㈯
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
６
月
17
日
㈭
ま
で

に
、
申
込
書
（
問
合
せ
先
に
配
置
）

に
受
験
料
を
添
え
て
十
日
町
商
工

会
議
所
（
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
）

　
信
濃
川
沿
い
で
伐
採
し
た
木

（
長
さ
約
１
・
５
ｍ
、
太
さ
５
〜

20
㎝
）
を
無
料
配
布
し
ま
す
。
１

人
に
つ
き
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
限
り

で
、
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。
●

日
時
＝
５
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
午

前
８
時
〜
午
後
５
時
●
会
場
＝
つ

ま
り
っ
子
広
場
堤
防
駐
車
場
●
問

合
せ
＝
国
土
交
通
省
十
日
町
出
張

所
（
☎
７
５
２
―
２
１
８
０
）

　
市
に
は
、
市
長
か
ら
推
薦
さ
れ

て
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人
権
擁

護
委
員
が
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
厳
守
で
す
。
●
人
権
擁
護

委
員
（
行
政
区
と
電
話
番
号
）
＝

▼
十
日
町
地
域

：

松
井
定
延
（
美

雪
町
３
☎
７
５
７
―
４
６
３
２
）、

大
嶋
紘
一
（
原
☎
７
５
５
―
２
０

７
７
）、
小
川
周
策
（
水
口
☎
７

５
５
―
２
７
０
９
）、
尾
身
静
榮

（
高
島
２
☎
７
５
７
―
６
９
７
１
）

▼
川
西
地
域

：

滋
野
豊
子
（
仁

田
☎
７
６
８
―
２
６
２
６
）、
小

川
靖
夫
（
高
原
田
☎
７
６
８
―
３

５
７
―
３
７
１
９
）

時

：

上
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
●
問
合
せ
＝
新
潟
地
方
法

務
局
十
日
町
支
局
（
☎
７
５
２
―

２
５
７
５
）

伐
採
木
を
無
料
配
布
し
ま
す

販
売
士
検
定
試
験
（
３
級
）

４
２
１
）
▼
中
里
地
域

：

齋
藤
馨

爾
（
本
屋
敷
☎
７
６
３
―
２
１
６

６
）、
南
雲
カ
ツ
ミ
（
田
中
☎
７

６
３
―
２
３
７
０
）
▼
松
代
地

域

：

石
黒
良
泉
（
室
野
☎
５
９
８

―
２
０
０
３
）
▼
松
之
山
地
域

：

樋
口
京
子
（
中
尾
☎
５
９
６
―
２

１
０
７
）【
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
】
●
日
時
と
会
場
＝
▼
６
月
２

日
㈬
午
後
１
時
〜
３
時

：

十
日
町

合
同
庁
舎
、
中
条
公
民
館
▼
６
月

３
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

：

松
代
総
合
セ
ン
タ
ー
▼
６
月
４
日

㈮
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

：
松
之

山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
▼
６
月

７
日
㈪
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

：

中
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
▼

６
月
９
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後
３

休
日
労
働
相
談
会

　
労
働
に
関
す
る
相
談
に
社
会
保

険
労
務
士
な
ど
の
専
門
家
が
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
厳
守
で
す
（
予
約
不
要
）。

●
日
時
＝
６
月
19
日
㈯
午
後
１
時

〜
４
時
30
分
●
会
場
＝
長
岡
地
域

振
興
局
（
長
岡
市
）【
長
岡
労
働

相
談
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】
労

働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
無
料
の
弁
護
士

相
談
も
あ
り
ま
す
（
要
予
約
）。
●

相
談
日
時
＝
月
〜
金
曜
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
※
休
日

を
除
く
●
相
談
・
問
合
せ
＝
長
岡

労
働
相
談
所
労
働
相
談
専
用
電
話

（
☎
０
２
５
８
―
37
―
６
１
１
０
）

船
員
保
険
制
度
の
一
部
が

労
災
保
険
制
度
に
統
合
さ

れ
ま
し
た

　
船
員
の
皆
さ
ん
が
平
成
22
年
１

月
１
日
以
降
に
仕
事
中
ま
た
は
通

勤
中
に
け
が
や
病
気
に
な
っ
た
場

合
は
、
労
災
保
険
か
ら
の
給
付
と

な
り
ま
す
の
で
、
新
潟
労
働
局
労

災
補
償
課
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
ま
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
船
員
を
１
人
で
も

雇
っ
て
い
る
事
業
主
（
船
舶
所
有

者
）
は
、
労
災
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は

新
潟
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
iig

a
ta

-

ro
u

d
o
u

k
y

o
k
u

.g
o
.jp

/

）
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝

十
日
町
労
働
基
準
監
督
署
（
☎
７

５
２
―
２
０
７
９
）

新
潟
大
学 

法
律
相
談
部

無
料
法
律
相
談
会

【
事
前
電
話
受
付
（
相
談
に
直
接

答
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）】

●
日
時
＝
６
月
11
日
㈮
〜
13
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
７
時
（
11
日
は

午
後
１
時
〜
）【
相
談
会
（
要
予

約
）】
●
日
時
＝
６
月
27
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
●
会
場
＝
新

潟
大
学
五
十
嵐
キ
ャ
ン
パ
ス
法
文

棟
（
新
潟
市
）
●
問
合
せ
＝
新
潟

大
学
法
律
相
談
部
（
☎
０
２
５
―

２
６
２
―
９
７
３
２
）

守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル

　
６
月
１
日
㈫
〜
10
日
㈭
は
、
電

波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化

期
間
で
す
。
電
波
の
良
好
な
利
用

環
境
を
守
る
た
め
、
不
法
無
線
局

を
な
く
し
、
電
波
を
正
し
く
使
い

ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
総
務
省

信
越
総
合
通
信
局
▼
無
線
設
備
へ

の
混
信
・
妨
害
や
違
法
な
無
線
設

備
に
関
す
る
こ
と

：

監
視
調
査
課

（
☎
０
２
６
―
２
３
４
―
９
９
７

６
）
▼
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放

送
の
受
信
障
害
に
関
す
る
こ
と

：

受
信
障
害
対
策
官
（
☎
０
２
６
―

２
３
４
―
９
９
９
１
）

倒産や解雇などで離職した人は
国保税が軽減されます

　対象となる人は、申請をすると平成

22年度からの国保税が軽減されます。

■対　象：平成21年３月31日以降に

離職し、雇用保険の特定受給資格者

または特定理由離職者として失業給

付などを受けた人・受けている人

■軽減額：前年の給与所得を100分の

30として算定した国保税

■軽減期間：離職の翌日から翌年度末

までで、国保に加入している期間

　（ただし、21年度の国保税は対象外）

■必要なもの：雇用保険受給資格者証、

平成21年の源泉徴収票、印鑑

■問合せ：市民生活課国保係

　　　　　☎757-3735

２
５
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７
９
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―
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



十日町本庁（代表）
☎757-3111

川西支所（市民課直通）
☎768-4956

中里支所（市民課直通）
☎763-3121

松代支所（市民課直通）
☎597-2221

松之山支所（市民課直通）
☎596-2169

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診・乳幼児の健康相談の問合せ

●日　時　毎週火曜日　午前10時〜11時
●対　象　１歳〜就園前のお子さんとその保護者
●会　場　市民体育館　※15日は遠足
●問合せ　中央公民館　☎757-5011

 なかよしランド

●日　時　12日㈯　午前10時〜11時
●会　場　下条公民館
●対　象　乳幼児〜小学生
●問合せ　水落　☎756-2254

 ぐりぐらルーム

 おはなし「たまてばこ」
●日　時　10日㈭　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児とその保護者
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 読み聞かせの会「どんぐり」
●日　時　19日㈯　午後２時〜３時
●対　象　幼児〜小学生
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしの会「ふきのとう」
●日　時　19日㈯　午前10時〜11時
●会　場　千手中央コミュニティセンター
●対　象　乳幼児〜小学３年生
●問合せ　保坂　☎090-7814-9462

 おはなしぴよぴよ
●日　時　５日㈯・12日㈯・26日㈯　午前10時30分〜11時
●対　象　乳幼児
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 十日町おやこ劇場〜おはなしてんこもり〜
●日　時　毎週土曜日　午前10時30分〜11時30分
●対　象　どなたでも参加できます
●会　場・問合せ
　十日町おやこ劇場事務所・加賀書院 ☎752-2114
※加賀文庫の絵本の貸し出しも行っています

●心配ごと相談

　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
▽十日町本所　毎週木曜日
▽松代支所　　４日㈮　  ▽松之山支所　８日㈫
▽中里支所　　18日㈮　 ▽川西支所　　22日㈫

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

 おはなしひろば
●日　時　12日㈯　午前10時〜
●会　場　中里公民館
●対　象　園児〜小学生
●問合せ　中里公民館　☎763-2493

 いっしょにあそぼ
●日　時　毎週木曜日　午前10時〜11時
●対　象　未就園児とその保護者
●会場・問合せ　水沢公民館　☎758-3101

●ちびっこひろば
　本人でも家族でも無料で相談できます。

●日　時　①３日㈭　②22日㈫　午後２時〜４時

●会　場　①川西支所　②津南町役場

●医　師　①信田医師（中条第二病院）

　　　　　②山下医師（山下メンタルクリニック）

●申込み・問合せ

①健康支援課成人保健係 ☎757-9764

②十日町地域振興局健康福祉部地域保健課 ☎757-2402

●こころの健康相談

●期日・会場・受付時間

18日㈮　中里総合センター　午前10時〜正午

　　　　JA十日町本店　午後１時45分〜３時30分

●問合せ　健康支援課母子保健係　☎757-9759

●全血献血

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）

　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約
　３日㈭・17日㈭　午前10時〜午後３時
　会場：本町分庁舎　☎757-3139
●定例行政相談
　毎月第２金曜日　午前10時〜正午
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室
●行政相談
　【川西地域】23日㈬　午後１時〜３時
       　　　　会場：はあとふる川西
　【中里地域】19日㈯　午後１時30分〜３時30分
       　　　　会場：中里支所
　【松之山地域】４日㈮　午前10時〜午後３時
       　　　　会場：松之山自然休養村センター
●特設人権相談所
　３日㈭　午前10時〜午後３時
　会場：松代総合センター
●法律相談
　電話で市民生活課市民年金係へ要予約
　毎週木曜日　午後１時30分〜４時
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室
●多重債務相談
　電話で市民生活課交通生活係へ要予約
　９日㈬　午後１時30分〜４時30分
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室
●消費者相談
　毎週月曜日 午後１時30分〜４時
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室
●定例社会保険・年金相談
　10日㈭・24日㈭
　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10
●教育・少年相談
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前９時〜午後５時
　会場：教育センター（情報館内）
　※電話相談（☎756-5010）も行っています
●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時15分　☎757-3701

●各種相談のお知らせ

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

山口医院 下条中央通り 755-2003

津南病院 津南町 765-3161

庭野医院 寿町４ 752-2711

中条病院 北原 757-3018

倉俣診療所 芋川 763-2147

田中外科医院 田中町本通り 752-240327日㈰

13日㈰

20日㈰

●診療受付時間：午前８時30分〜正午、午後１時〜５時

６日㈰

●休日救急医

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

23日㈬
午後１時
　〜１時30分

22年２月
生まれの乳児

10か月児
身体測定

24日㈭
午前９時
　〜９時30分

21年８月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診

16日㈬
午後１時
　〜１時30分

20年12月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定

23日㈬
午前９時
　〜９時30分

19年12月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診

17日㈭
午後１時
　〜１時30分

18年12月
生まれの幼児

◎会　場…十日町保健センター（市役所隣）
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、フッ化物歯
　面塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）、視聴
　覚アンケート（３歳６か月児のみ）、着替えや
　おむつなど必要なもの
◎健診は体調の良いときに受診してください。欠
　席や体調が心配な場合は、本庁または各支所へ
　連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
　す。届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆと
　りをもって来てください。

●乳幼児健診

●離乳食教室
事業名 対象児 開 催 日

離乳のはじめて
コース

２か月〜４か月児 １日㈫

ステップアップ
コース

６か月〜９か月児 15日㈫

会　　場　十日町保健センター（市役所隣）

受付時間　午前９時45分〜10時

　　　　　直接会場へおいでください

持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

●乳幼児の健康相談 対象は乳幼児とその保護者です

期　日 会場 受付時間

９日㈬
千手中央コミュニティセンター

午前９時30分〜正午
午後１時〜２時30分

子育て支援センター「きらりん」 午前10時〜11時

10日㈭
子育て支援センター「くるる」 午前10時〜11時30分

松之山保育園 午前９時〜11時

25日㈮ 松代保育園 午前９時〜11時30分

期　日 会場 受付時間

７日㈪・21日㈪
十日町保健センター

（市役所隣）
午前9時30分〜11時30分

10日㈭ 吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

15日㈫ 川西支所 午前9時〜11時

18日㈮ 水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

21日㈪ 松代支所 午前9時〜11時

25日㈮
中条公民館 午前9時30分〜11時30分

下条公民館 午前9時30分〜11時30分

28日㈪
中里支所 午前9時〜11時30分

松之山支所 午前9時〜11時30分

※健康手帳のある人は持参してください

●健康相談 保健師による相談

▼
学
校
を
卒
業
し
た
の
が
つ
い
こ
の
前
と

思
っ
て
い
た
ら
、「
あ
っ
！
」
と
言
う
暇

も
な
く
三
十
路
を
過
ぎ
、
二
児
の
父
親
に

な
り
ま
し
た
。
友
人
に
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
と
連
絡
す
る
と
、「
子
ど
も
を
抱
く
姿

が
想
像
で
き
な
い
」
と
否
定
さ
れ
、
後
輩

か
ら
は
、「
も
う
30
歳
で
す
よ
ね
？
う
わ

つ
き
す
ぎ
で
す
」
と
言
い
た
い
放
題
言
わ

れ
る
始
末
。

▼
先
日
読
ん
だ
雑
誌
に
、『
ラ
ギ
ッ
ド
な

親
父
に
な
ろ
う
』
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま

し
た
。
ラ
ギ
ッ
ド
と
は
、〝
無
骨
な
〟と
か
、

〝
男
性
的
で
た
く
ま
し
い
〟
と
か
い
う
意

味
だ
そ
う
で
す
。「
男
は
男
ら
し
く
あ
れ
」

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
と
も
あ
れ
、

人
一
倍
感
化
さ
れ
や
す
い
小
生
は
、「
ま

ず
は
内
面
を
磨
こ
う
よ
」
と
い
う
周
り
か

ら
の
貴
重
な
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
ラ

ギ
ッ
ド
な
親
父
に

な
る
べ
く
、
目
下

奮
闘
中
で
す
（
笑
）。

▼
「
久
し
ぶ
り
！
」「
変
わ
ら
な
い
ね
」「
今

何
し
て
る
の
？
」
毎
年
、
成
人
式
に
は
歓

声
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
す
。
私
に
と
っ
て

成
人
式
で
一
番
楽
し
み
だ
っ
た
の
は
、
離

れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
友
だ
ち
と
の
再
会
。

成
人
式
の
日
か
ら
突
然
一
人
前
に
な
れ
る

わ
け
で
も
な
い
の
で
、
大
人
に
な
っ
た
自

覚
は
正
直
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
振
り
そ
で
姿
を
家
族
に
披
露

し
た
と
き
は
何
と
な
く
感
慨
深
か
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
両
親
や
祖
母
は
、

ど
ん
な
気
持
ち
で
私
の
振
り
そ
で
姿
を
見

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

▼
「
七
ツ
詣
り
」
は
、
男
の
子
が
険
し
い

山
道
を
一
人
で
登
り
切
っ
て
、
一
人
前
に

な
っ
た
こ
と
を
祝
い
ま
す
。今
号
の
表
紙
、

子
ど
も
を
見
守
る

大
人
た
ち
の
温
か

い
表
情
が
印
象
的

で
す
。

(五) (入)
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　「
平
成
５
年
の
十
日
町
雪
ま
つ
り
で
、

足
が
悪
く
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
ま
で
行
け
な

い
人
の
た
め
に
、
ふ
も
と
の
会
場
で
き
も

の
シ
�
ー
を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
」
と
話
す
の
は
、
代
表
の
髙
橋
幸
子
さ

ん
（
昭
和
町
１
・
61
歳
）。
平
成
９
年
に

繭
の
会
を
立
ち
上
げ
、
着
付
け
や
振
り
付

け
な
ど
、
シ
�
ー
の
企
画
か
ら
演
出
ま
で

す
べ
て
を
自
分
た
ち
で
こ
な
し
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
た
会
員
数
は
現
在
80

人
ほ
ど
で
、
シ
�
ー
に
は
３
歳
の
子
ど
も

か
ら
30
代
の
女
性
ま
で
が
中
心
に
出
演
し

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
年
間
５
〜
８
公
演

を
こ
な
し
、
き
も
の
の
ま
ち
十
日
町
に
花

を
添
え
て
い
ま
す
。
髙
橋
さ
ん
は
、「
着
物

を
着
る
こ
と
で
、
女
性
ら
し
さ
や
ふ
る
ま

い
が
身
に
付
き
ま
す
。
色
鮮
や
か
な
振
り

そ
で
は
色
彩
感
覚
を
養
う
の
に
も
役
立
ち

ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
着
物
に
触
れ

る
こ
と
で
、
何
か
を
学
ん
で
ほ
し
い
で
す
」

と
語
り
ま
す
。
続
け
て
髙
橋
さ
ん
は
、「
着

物
シ
�
ー
は
裏
方
で
い
ろ
い
ろ
な
人
に
支

え
ら
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
に
は
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と

が
大
切
だ
と
教
え
て
い
ま
す
。
目
標
は
、

自
分
の
町
を
自
分
た
ち
で
P
R
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
。
こ
の
会
を
と
お
し
て
、

十
日
町
の
着
物
文
化
を
好
き
に
な
り
、
自

分
の
町
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
ね
」
と
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

₂₆

着
物
を
通
じ
て
自
分
の
町
を
好
き
に
な
る

●
問
合
せ
　
代
表
　
髙
橋 

幸
子
　

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

�

２
５
５
３

繭
の
会

　
お
と
と
し
に
10
周
年
を
迎
え
た
、
着
物
大
好
き
グ
ル
ー
プ
「
繭
の
会
」。
十
日
町
雪
ま

つ
り
を
き
っ
か
け
に
立
ち
上
げ
た
会
は
、
今
で
は
イ
ベ
ン
ト
で
の
着
物
シ
ョ
ー
の
出
演
な

ど
年
間
数
公
演
を
こ
な
し
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
「
楽
し
く
、
厳
し
く
、
た
め
に

な
る
」
を
心
に
、
着
物
を
と
お
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　５月３日（憲法記念日）に行われたきものまつりでは、晴天の下、鮮やか
な着物を着て華麗なショーを披露しました。

　繭の会10周年記念祝賀会。
多くの人を招いて喜びを分かち
合いました。

　

公
演
を
目
前
に
練
習
に
熱
が
入
り
ま

す
。
振
り
付
け
を
指
導
す
る
の
は
、
ス

タ
ッ
フ
の
千
原
美
由
紀
さ
ん
と
西
川
三

代
子
さ
ん
。
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